
ＪＱ ＣＡＲＤセゾンエクスプレス特約

提携企業の個人情報取扱い（収集・保有・利用・提供）に関する同意条項
ＪＱ ＣＡＲＤセゾンエクスプレス特約

※ＪＱ ＣＡＲＤセゾンエクスプレスの会員は、「提携企業の個人情報取扱
い（収集・保有・利用）に関する同意条項」は適用されず、以下の提携企業
の個人情報取扱い（収集・保有・利用・提供）に関する同意条項ＪＱ ＣＡＲＤ
セゾンエクスプレス特約が適用されます。

第１条（適用）
本同意条項は、申込者（以下契約成立により申込者が会員となった場合
を総称して「会員」という）が、九州旅客鉄道株式会社（以下「ＪＲ九州」と
いう）が株式会社クレディセゾン（以下「セゾン」という）と提携して発行
するＪＱ ＣＡＲＤセゾンエクスプレス（以下「本カード」という）及びＪＲ九
州が提供するエクスプレス予約サービス（以下「本サービス」といいま
す。）の申込みを行う場合に適用します。

第２条（同意）
会員は、ＪＲ九州が独自に下記の個人情報を下記の目的のために、収集・
保有・利用することに同意します。

【収集・保有・利用する個人情報】
①本カード入会申込書に記載した、会員の氏名、生年月日、性別、住所、

電話番号、Ｅメールアドレス
②上記以外で、会員がＪＲ九州に届出た事項
③ＪＲ九州及びＪＲ九州グループにおける本カード利用に関する契約

日、商品名、契約額、支払回数、加盟店名称
【利用目的】

①ＪＲ九州が別に定めるプラスＥＸカードの送付等、本サービス提供の
ため

②本サービスにおける乗車券類の購入代金の決済のため
③ＪＲ九州の事業におけるサービスの提供
④ＪＲ九州の事業における市場調査、商品開発
⑤ＪＲ九州の事業における宣伝物・印刷物の送付等および営業案内
⑥本カードの機能・付帯サービスの提供

第３条（個人情報の提供・利用）
会員は、セゾンが、以下の個人情報を、保護措置を講じた上で、ＪＲ九州に
提供し、ＪＲ九州が前条に定める利用目的（以下⑥乃至⑧の個人情報につ
いては、前条②の利用目的に限る）で利用することに同意します。

【提供する個人情報】
①入会申込日、契約日
②本カード申込みに対する本カード発行の可否（ただし、その理由のぞく）
③ＪＲ九州及びＪＲ九州グループ以外の本カード利用に関する、利用日、

利用金額、加盟店業種、加盟店名称
④本カード終了の事実（ただし、その理由のぞく）
⑤前条に基づき、ＪＲ九州が独自に収集・利用する個人情報（会員が本

カード入会申込書に記載した氏名、生年月日、性別、住所、電話番号）
について、会員がセゾンへ変更の届け出を行った場合における当該
変更情報

⑥カード番号、カード有効期限等、ＪＲ九州が本サービスにおける取引の
ために利用するクレジットカード情報及びこれらすべての変更情報

⑦カード番号が無効となった事実。ただし無効となった理由は除く。
⑧カードの会員資格を喪失した事実。ただし喪失となった理由は除く。

第４条（共同利用）
会員は、ＪＲ九州が、前条及び前々条に定める個人情報のうち、第３条の
⑥乃至⑧以外の個人情報を、保護措置を講じたうえで以下の企業（以下

「共同利用会社」という）と、以下の目的で、共同で利用することに同意し
ます。なお、個人情報の管理については、ＪＲ九州が責任を負います。

【共同利用会社】
以下のホームページ（http://www.jrkyushu.co.jp/profile/works/group.jsp）
に掲載するＪＲ九州グループ会社

【目的】
①共同利用会社の事業における市場調査、商品開発
②共同利用会社の事業における宣伝物・印刷物の送付等および営業案内
③本カードの機能・付帯サービスの提供

セゾンカード規約及び本特約をよくお読みのうえ大切に保管して下さい。
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【個人情報の管理について責任を有する者の名称、住所及び代表者名】
九州旅客鉄道株式会社
福岡市博多区博多駅前３−２５−２１
代表者の氏名はＪＲ九州のホームページ（プライバシーポリシー）で公表
しています。
電話０５７０－０９７－８８８
http://www.jrkyushu.co.jp/

第５条（個人情報の第三者への提供・利用）
会員は、ＪＲ九州が、第２条【収集・保有・利用する個人情報】①乃至③及び
第３条【提供する個人情報】⑤に定める個人情報を、保護措置を講じたう
えで以下の企業（以下「提供先企業」という）に提供し、提携先企業が当該
情報を以下の目的で利用することに同意します。なお、個人情報の管理
については、ＪＲ九州が責任を負います。

【提供先企業】
株式会社阪急阪神百貨店

【目的】
①提供先企業の事業における市場調査、商品開発
②提供先企業の事業における宣伝物・印刷物の送付等および営業案内
③本カードの機能・付帯サービスの提供

第６条（個人情報の開示・訂正・削除・利用中止）
（１）会員は、ＪＲ九州に対し、ＪＲ九州の定める手続きに則り、自己に関する

個人情報の開示を請求することができます。
（２）万一登録内容が不正確または誤りであることが判明した場合は、ＪＲ

九州は、すみやかに訂正または削除に応じるものとします。
（３）第２条、第３条、第４条並びに第５条で同意を得た範囲内で個人情報

を利用している場合であっても、中止の申出があった場合は、これを中止
する措置をとります。

第７条（お問合せ窓口）
提携先名 所在地 電話番号 ホームページ（URL）

0570－097－888 http://www.jrkyushu.co.jp/福岡市博多区
博多駅前
3－25－21

九州旅客鉄
道株式会社

第８条（ＪＲ九州との同意事項の適用）
ＪＲ九州と会員との間で会員の個人情報を収集・利用することにつき別
途同意がある場合で、当該同意事項と本同意条項の内容が相違するとき
は、ＪＲ九州との同意事項が適用されます。

ＪＱ ＣＡＲＤセゾンエクスプレス特約
第１条（本カードの名称と入会方法）
（１）株式会社クレディセゾン（以下「当社」という）が九州旅客鉄道株式会

社（以下「ＪＲ九州」という）と提携して発行するもので、カード名称はＪＱ 
ＣＡＲＤセゾンエクスプレス（以下「本カード」という）と称します。

（２）当社が定める本特約、セゾンカード規約並びにＪＲ九州が定めるＪＲ
キューポ利用規約、ＪＲ九州エクスプレス予約サービス会員規約（ＪＱ 
ＣＡＲＤエクスプレス会員用）、ＪＲ九州ＥＸ-ＩＣ サービス特約（ＪＱ 
ＣＡＲＤエクスプレス会員用）、エクスプレス予約グリーンプログラム特約

（以下総称し「各規約」という）を承認し、当社並びにＪＲ九州（以下「両社」
という）に本カードご利用のお申込みをされ、両社が本カードのご利用を
承諾した方（以下「本会員」という）に、本カードを発行いたします。契約
は、両社が承諾した日に成立するものとします。

第２条（ＪＲキューポサービス）
（１）本カードについては、ＪＲ九州が運営するＪＲキューポサービスが提供

され、当社が提供するポイントプログラムは提供されません。
（２）ＪＲキューポサービスは、ＪＲキューポ利用規約に基づき提供されます。
第３条（特典及びサービスの利用）
（１）会員は、当社が提供する特典及びサービスを受ける場合、当社所定の

方法でその提供を受けるものとします。
（２）会員は、ＪＲ九州及びＪＲ九州のグループ会社が提供する特典及び

サービスを受ける場合、ＪＲ九州所定の方法で、その提供を受けるものと
します。

第４条（年会費）
本会員は、当社に対し、当社の定める年会費とその消費税等を支払うも
のとします。年会費は、当社が会員登録をした月（以下「会員登録月」と
いう）の翌月からの１年分を、会員登録月の末日を締切日として、セゾン
カード規約第７条（弁済金等の支払方法等）（１）に定める方法によりお支



払いいただくものとし、以後も同様とします。なお、年会費は、本カードの
ご解約又は会員資格を喪失された場合でもお返ししません。

第５条（弁済金等の支払方法等）
（１）セゾンカード会員規約第７条（弁済金等の支払方法等）（２）の会員にご

利用の都度ご指定いただくお支払方法に分割払いを追加し、上記条項に
下記の６号を追加します。

記
⑥分割払い－商品購入代金締切後の各お支払日に、当該商品の現金価
格に下表により算出した分割払手数料を加算した金額を当該商品購入
時に指定した支払回数で割った金額をお支払いいただく方法です。但
し、各お支払日の支払金額の単位は１円とし、端数が発生した場合は初
回に算入いたします。なお、支払回数、支払期間、実質年率、手数料は下
表の通りとなります。

（例）　現金価格	 ５０，０００円、１０回払いの時
●分割払手数料	 ５０，０００円×（５．５円／１００円）＝２，７５０円
●支払総額	 ５０，０００円＋２，７５０円＝５２，７５０円
●各支払日の分割支払金	 ５２，７５０円÷１０回＝５，２７５円
支払回数
支払期間
実質年率

（回）
（ヶ月）
（％）

（円）

３
３
９．９

１．６５

５
５
１１．０

２．７５

６
６
１１．３

３．３０

１０
１０
１１．９

５．５０

１２
１２
１２．０

６．６０

１５
１５
１２．１

８．２５

１８
１８
１２．２

９．９０

２０
２０
１２．２

１１．０

２４
２４
１２．２

１３．２０

３０
３０
１２．２

１６．５０

３６
３６
１２．２

１９．８０
現金価格100円当
たりの手数料の額

（２）セゾンカード規約第７条（４）の「分割支払金」に（１）で算出した各回の
お支払い金額を含めます。

（３）セゾンカード規約第７条（３）①支払方法の変更（分割払い）を利用した
場合は、（１）の表が適用されます。

（４）分割払いについては、セゾンカード規約第７条（３）④の支払方法の自
動変更サービスは適用されません。

第６条（早期完済の場合の特約）
分割払いの場合に、本会員が当初の契約の通りにお支払いされ、かつ約
定支払期間の中途で残債務を一括してお支払いいただいた場合、本会
員は７８分法又はこれに準じる計算方法により算出された期限未到来の
分割払手数料のうち当社の定めた割合による金額の払戻しを当社に請
求することができます。

第７条（届出事項変更の届け先等）
会員には、住所、電話番号、勤務先等に変更が生じた場合、並びに本カー
ド及びＪＲ九州エクスプレス予約サービスを退会する場合は、当社所定
の方法により、当社にその旨届け出ていただきます。

第８条（会員資格喪失時の特例）
（１）セゾンカード規約第２４条（会員資格の喪失等）に以下の事項を追記い

たします。
（１）⑪会員が各規約に基づき、ＪＲ九州エクスプレス予約サービスの会員
資格を喪失したとき。

（２）会員は、本カードの会員資格を喪失した場合、ＪＲ九州エクスプレス予
約サービスの会員資格を喪失します。詳細はＪＲ九州エクスプレス予約
サービス会員規約（ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員用）に定めがあります。

第９条（カード規約）
本カードについては、セゾンカード規約に加え、本特約並びに各規約が
適用されます。各規定が重複する場合は、本特約を優先いたします。

第１０条（本規約の変更等の準用）
セゾンカード規約第１９条（本規約の変更等）の規定は、本特約の変更につ
いて準用します。この場合において、セゾンカード規約第１９条（本規約
の変更等）中「本規約」とあるのは、「本特約」と読み替えるものとします。

ＪＲ九州エクスプレス予約サービス会員規約
（ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員用）

第１条（概要）
１．本規約は、「ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス」（以下、「カード」といいます。）に
入会を認められた会員（以下、「ＪＱ ＣＡＲＤ会員」といいます。）に対して、
九州旅客鉄道株式会社（以下、「当社」といいます。）、東海旅客鉄道株式
会社（以下、「ＪＲ東海」といいます。）及び西日本旅客鉄道株式会社（以下、

「ＪＲ西日本」といいます。）が共同で提供する、エクスプレス予約サービス
（以下、「本サービス」といいます。）の取扱いについて定めており、ＪＱ 



ＣＡＲＤ会員は本規約を承認し遵守することとします。
２．本サービスの内容は当社ホームページまたはエクスプレス予約案内
サイト（https://expy.jp/）に掲示するものとします。

第２条（エクスプレス予約利用資格）
１．ＪＱ ＣＡＲＤ会員は本規約を承認し、本サービスを利用しようとする
場合、当社がＪＱ ＣＡＲＤ会員を識別するために会員ごとに付与した会員
ＩＤ番号の入力その他の当社が定める本サービス利用のための登録手
続（以下、「登録手続」といいます。）を行うものとします。登録手続におい
ては、当社が要求する情報全てを正確に登録しなければなりません。
２．当社は、ＪＱ ＣＡＲＤ会員が以下の項目に該当する場合、本サービス
利用のための登録を認めないことがあります。
（１）前項により登録された情報の内容に事実と異なる内容（誤記、記入

漏れ等を含みます。）がある場合。
（２）登録手続が正しく完了しなかった場合。
（３）ＪＱ ＣＡＲＤ会員が、成年被後見人、被保佐人、被補助人の何れかで

あり、利用申込の際に必要な同意を得ていない場合。
（４）その他、ＪＱ ＣＡＲＤ会員が本サービスを利用することを、当社が不

適当と判断する場合。
３．前二項の会員登録に対して当社が承認をした場合、利用希望者は本
会員としての資格（以下、「会員資格」といいます。）を有することになりま
す。また当社は、申込サイト上への表示、会員が登録した電子メールアド
レス（以下、「電子メールアドレス」といいます。）に対する当社からの電子
メールの送信、またはその他当社が適当と認める方法により行うものと
します。
４．本サービスの利用のための登録を行ったＪＱ ＣＡＲＤ会員（以下、「本
会員」といいます。）は、原則として当社の本サービスの提供中は、本サー
ビスを利用できますが、以下の項目に該当する場合、当社は事前に本会
員に通知することなく直ちに、本サービス利用を停止させるまたは登録
を取り消すことがあります。
（１）本会員が本規約に違反した場合。
（２）第１項による登録及び次条により修正された会員情報の内容に事

実と異なる内容（誤記、記入漏れ等を含みます。）があった場合。
（３）当社とのカード会員規約が失効した場合、または本会員がＪＱ 

ＣＡＲＤ会員でなくなった場合。
（４）本会員が登録した電子メールアドレス、連絡先電話番号の変更等

により、当社から本会員への連絡がとれなくなった場合。
（５）本会員が本サービスを利用して購入した乗車券類の一部または全

部を、直接的・間接的を問わず、営利目的で転売または換金行為を試
み、もしくは実行した場合（旅行業法に定める取次行為を含みます。）。

（６）本会員がその一部または全部を自らは使用せず、転売または換金
等の目的において、相当と認められる数量または頻度を超えて、本規
約または本規約の特約に定めるサービスを利用して乗車券類を購入
した場合。

（７）本会員が、複数の会員ＩＤ（ＪＲ東海およびＪＲ西日本が提供する会
員ＩＤを含みます。以下、同じ。）を持っているときまたは過去に別の会
員ＩＤを持っていたとき、複数の会員ＩＤの一部または全部において、
前各号に記載した事項のいずれかに該当した場合。

（８）その他、本会員が本サービスを利用することを当社が不適当と判断
した場合。

５．本会員は、本サービスの利用を停止することを希望する場合、当社が
定める会員登録の初期化手続を行わなくてはなりません。この場合、本
会員の登録を取り消し、会員登録の初期化手続が完了した後、当社は本
サービスの完了画面に表示することにより通知します。
６．本会員が第１項に定める登録手続を行った後、または本会員が前項
に定める会員登録の初期化手続を行った後、別に定める所要回答時間を
経過しても当社から手続完了の通知がない場合、別に定める「ＪＲ九州 
エクスプレス予約カスタマーセンター」（以下、「カスタマーセンター」とい
います。）まで速やかに電話連絡するものとします。
７．本会員は、第４項または第５項により、登録取消となった後であって
も、登録取消時点以前に発生した本サービスの利用に基づく債務の負担
は、理由の如何を問わず免れません。
８．本会員が本サービスを利用して購入した乗車券類の効力等は、本規
約に定める内容（当社ホームページまたはエクスプレス予約案内サイト

（https://expy.jp/）に掲示しているサービス内容を含みます。）を除き、乗車
区間に応じて、当社または当社指定路線を運営する他社の定める運送約
款等の規程によることとします。

第３条（会員情報の登録・修正）
本会員は、前条第１項で登録した自己に関する情報または回数を問わず



これを修正登録したもの（以下、「会員情報」といいます。）の内容に変更
が生じた場合、速やかに当社が定める方法で情報の修正登録を行うもの
とし、会員情報を常に最新、正確に保つこととします。

第４条（申込）
本サービスにおいて、本会員は、会員ＩＤ及びパスワードを入力する等、当
社が別に定める方法及びインターネットによる申込に限り、乗車券類の
購入等を行うことができます。ただし、本サービスにおいて購入等がで
きる乗車券類の種類、及び購入可能件数等は、当社が別に定めるところ
によるものとします。

第５条（受付期間、受付時間、回答時間）
本サービスを利用した乗車券類の購入等の受付期間、受付時間及び所
要回答時間等は、原則として当社が別に定めるところによります。

第６条（回答方法、決済）
１．本会員の乗車券類の購入等の申込に対する当社からの申込が成立
したか否かの回答の通知は、申込サイト上へ表示、または本会員があら
かじめ登録した電子メールアドレスに対する電子メールの送信により行
います。ただし、当社が別に定める時間帯におけるインターネットによる
申込に対する当社からの回答の通知は、本会員があらかじめ登録した電
子メールアドレスに対する電子メールの送信により行います。
２．本サービスでは、前項による申込が成立した旨の回答の通知として、
申込サイト上へ予約等が完了した旨を表示し、または本会員があらかじ
め登録した電子メールアドレスのメールサーバーに決済内容をお知らせ
した電子メールが到達したいずれかの時点をもって、本会員が乗車券類
の購入等を行ったものとし、本会員と当社の間で旅客運送契約の成立、
変更、解約等がなされます。なお、当社は本会員に対し、申込が成立した
旨の回答の通知と合わせて「お預かり番号」の通知等を行います。
３．前項にかかわらず、当社は本会員に対し、旅客運送契約の締結の成
否の通知を「カスタマーセンター」から行う場合があります。
４．第２項において、何らかの事由により電子メールの到達が遅れ、また
は、登録された電子メールアドレスが不正確であったため電子メールが
到達しなくとも、当社は、通常到達すべきときに到達したものとみなします。
５．本会員が第２項の乗車券類の購入等を行った時点において、決済手
続が行われます。なお、決済は本会員が第２条第１項により登録した
カードにより行います。
６．本会員は、乗車券類購入等の申込をした後、別に定める所要回答時
間を経過した後においても当社からの回答が通知されない場合、「カスタ
マーセンター」まで速やかに電話連絡をするものとします。
７．乗車券類の変更を行う場合は、原則として変更後の乗車券類を改め
て発売したのち、変更前の乗車券類の払いもどしを決済します。そのた
め、変更後の乗車券類購入可能額は会員のカード利用可能額による制限
を受ける場合があります。

第７条（事前申込サービス）
１．本サービスでは別に定める期間において、旅客営業規則に定める発
売日（以下、「発売開始日」といいます。）の前に乗車券類購入の申込（以
下、「事前申込」といいます。）を行うことができます。ただし、当社が必要
と認めた場合には事前申込を停止することがあります。また、発売開始
日及び申込する列車あたりの事前申込の受付件数には限りがあります。
２．本会員が事前申込を行った場合、申込操作完了後の画面への表示に
より、事前申込を受け付けた旨の通知を行います。
３．本会員が事前申込を行った場合、発売開始日の午前８時に事前申込
の内容について購入申込があったものとして、午前８時以降順次、手続き
を行います。旅客運送契約の締結の成否の通知は、前条第１項に基づき
電子メール送信により行います。

（注）事前申込は、旅客運送契約の締結を約束するものではありません。
４．前項にかかわらず、当社は本会員に対し、旅客運送契約の締結の成
否の通知を「カスタマーセンター」から行う場合があります。
５．前二項の通知が行われた時点で、事前申込に基づく旅客運送契約は
締結されます。なお、発売開始日当日中に当社から通知がない場合、本
会員は、「カスタマーセンター」に電話連絡をし、その指示に従うものとし
ます。
６．事前申込の取消は、本会員が事前申込を行った列車の発売開始日の
午前８時に達する前までの間に無手数料で行うことができますが、それ
以降は取消できません。

第８条（夜間申込サービス）
１．本サービスでは、当社が別に定める夜間申込サービス時間帯におい
て、乗車券類購入の申込（以下、「夜間申込」といいます。）を行うことがで
きます。ただし、当社は必要と認めた場合には夜間申込の停止をするこ
とがあります。



２．本会員が夜間申込を行った場合、申込操作完了後の画面への表示に
より、夜間申込を受け付けた旨の通知を行います。
３．本会員が夜間申込を行った場合、当社が別に定める本サービスの営
業時間の開始時に夜間申込の内容について購入申込があったものとし
て、営業時間の開始以降順次、手続きを行います。旅客運送契約の締結
の成否の通知は、第６条第１項に基づき電子メール送信により行います。

（注）夜間申込は、旅客運送契約の締結を約束するものではありません。
４．前項にかかわらず、当社は本会員に対し、旅客運送契約の締結の成
否の通知を「カスタマーセンター」から行う場合があります。
５．前二項の通知が行われた時点で、夜間申込に基づく旅客運送契約は
締結されます。なお、第３項に定める通知がない場合、本会員は、「カスタ
マーセンター」に電話連絡をし、その指示に従うものとします。
６．夜間申込の取消は、本会員が夜間申込を行った夜間申込サービス時
間帯は無手数料で行うことができますが、それ以降は取消できません。

第９条（契約成立後の乗車券類の扱い）
１．本サービスにより本会員が購入、変更した乗車券類については、本会
員が受取を行うまでの間、本サービスに関するシステム（以下、「システ
ム」といいます。）にて保管しております。
２．前項により、当社において保管している乗車券類についても、本規約
に別に定める場合を除き、当社または当社指定路線を運営する他社の定
める運送約款等の規程の適用を受けます。

第１０条（受取）
１．本会員は、当社が別に定める指定席券売機または窓口等（以下、「受
取窓口」といいます。）において、当社が別に定める方法により、システム
にて保管をしている乗車券類の受取を行います。
２．本サービスでは乗車券類を受取る際の本人認証のために符号（二次
元バーコード及び１６桁の英数字。以下、総称して「受取コード」といいま
す。）を発行します。本会員が前項の受取を行う際には、本会員のＥＸ-ＩＣ
カードまたは受取コードが必要となるほか、本会員が本サービスログイ
ン時に入力するパスワードの入力が必要となります。
ただし、当社のみどりの窓口等で受取の場合は、パスワードに代えて当社
所定の帳票への自署等によることができます。
３．第１項の乗車券類の受取期間は、乗車日当日までとし、受取窓口の営
業時間内に限ります。ただし、指定席券売機での受取期間及び第２項の
受取コードの有効期間は、別に定めるところによるものとします。なお、
受取期間を経過した乗車券類の受取等は行うことができません。
４．前項の受取期間を経過し受取が行われなかった乗車券類について
は、個々の乗車券類ごとに、以下のように取り扱います。
（１）特急券と乗車券の効力が一体となった乗車券類については、普通

車指定席用及びグリーン車用は乗車日の指定列車発車時刻後の当日
中に、また普通車自由席用は乗車日の当日中に会員から払いもどし請
求があったものとみなして、別に定める特定額または払戻手数料を差
し引いた額の払いもどしを行います。

（２）特急券のみの効力を持った乗車券類については、普通車指定席用
及びグリーン車用は一切払いもどしを行いません。普通車自由席用
は、所定の払戻手数料を差し引いた額の払いもどしを行います。

５．前項による払いもどしは、本会員のカードにより決済を行います。な
お、第６条にかかわらず会員への通知は行いません。
６．会員が第２条第３項に定める会員資格を喪失した時点で、当社が第
１０条第１項により保管している乗車券類が存在する場合の受取期間
は、第３項によるものとします。

第１１条（受取後の乗車券類の扱い）
本会員が前条第１項により受取を行った後の乗車券類の変更・払いもど
し等を行う場合、本会員は当社のみどりの窓口等または別に定める当社
の端末等において、本会員の所持するカードの提示が必要となります。

第１２条（付帯サービス）
１．当社または付帯サービスを提供する企業（以下、「提携企業」といいま
す。）は、特典として本サービスに付帯するサービス（以下、「付帯サービ
ス」といいます。）を会員に提供することがあり、会員は、当社または提携
企業が別に定める方法により、付帯サービスを利用することができます。
付帯サービスの内容、利用方法等については、当社ホームページまたは
エクスプレス予約案内サイト（https://expy.jp/）への掲示等の方法により
通知します。なお「提携企業」とは会員に対して付帯サービスを提供す
る企業として、当社が別に定める企業をいいます。
２．会員は、付帯サービスを利用する場合、常に本会員のカードまたは
ＥＸ-ＩＣカードを携帯し、当社、当社指定路線を運営する他社、または提
携企業の係員より提示を求められたときは、速やかにこれらを提示しな
ければなりません。この提示がない場合、付帯サービスの全部または一



部の提供を受けられないことがあります。
第１３条（変更の可能性）

１．当社は、事前に本会員に通知することなくシステム及び下記に記し
た内容を変更する場合があります。なお変更後は、変更後のシステム及
び内容が有効であるものとします。また、この変更に起因して、本会員ま
たは第三者が被った不利益については、当社は責任を負いかねます。
（１）第４条の申込方法
（２）第５条の乗車券類購入の申込受付期間、受付時間及び所要回答時間
（３）「カスタマーセンター」の電話番号、受付時間等
（４）第７条、第８条の申込方法
（５）第１０条の受取窓口、受取方法、受取期間
（６）付帯サービスの内容
（７）その他やむを得ない事情がある場合における本サービスの内容

２．当社は、以下の項目に該当する場合、事前に本会員に通知することな
く、本サービスの中断・変更及び本サービスへのアクセス制限を行う場合
があります。
（１）本サービスのシステムの保守が必要な場合。
（２）戦争、暴動、騒乱、労働争議、火災、停電、天災、その他の非常事態ま

たは当社の責によらない何らかの事由により、本サービスの提供が通
常どおりできなくなった場合。

（３）その他、当社が、本サービスの運営上、中断・変更及び本会員からの
本サービスへのアクセス制限が必要と判断した場合。

３．当社は、当社の都合により本サービスを終了できるものとしますが、
この場合、当社は本会員に事前に通知するものとします。

第１４条（利用環境）
１．本会員は、本サービスを受けるために必要となる適切な機器・ソフト
ウェア等（以下、「利用環境」といいます。）を自らの責任と負担において設
置し使用するものとします。なお、利用環境については、当社が別に定め
るところによるものとします。
２．利用環境に起因して本サービスの機能が正しく作動しない場合及
びそれがもたらす諸影響に関して、当社は一切の責任を負いません。

第１５条（会員情報の使用）
１．当社は、会員情報及び本サービスを本会員が利用する過程において
知り得た本会員に関する情報（購入履歴及びサーバー通信履歴や、本
サービスに必要な追加的情報（電子メールアドレス等））を、本サービス及
び関連サービス提供のために使用します。また、これらの情報の取扱い
については、カード会員規約によります。
２．本サービス提供のため、前項に規定する本会員に関する情報につい
ては、当社とＪＲ東海が共同で利用できることとし、本会員はこれに同意
します。
３．第１項に規定する情報に関して、ＪＲ東海及び機密保持契約を結ん
だ協力企業以外に対して、原則的に開示いたしませんが、以下の項目に
該当する場合開示することがあります。
（１）本会員が本会員の個人情報の開示に同意している場合。
（２）法令に基づく場合。
（３）人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であっ

て、本会員本人の同意を得ることが困難である場合。
（４）公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要で

ある場合であって、本会員本人の同意を得ることが困難である場合。
（５）国の機関若しくは地方公共団体またはその委託を受けた者が法令

の定める事務を遂行することに対して協力する必要がある場合で
あって、本会員本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を
及ぼす恐れがある場合。

（６）統計情報（個人を特定できない情報）として開示する場合。
第１６条（本会員の義務）

本会員は、本サービスの利用にあたり、以下の項目について遵守するもの
とします。
（１）本会員は本サービスを利用する際に、インターネット利用の一般的

なマナー及び技術的ルールを遵守します。
（２）本会員は会員ＩＤ及びパスワードの使用及び管理の一切の責任を

負うものとし、本会員以外の者に利用させたり、貸与、譲渡等はできま
せん。

（３）本会員が本サービスを利用する際に使用できる会員ＩＤ及びパス
ワードは、一人につき１つのみとし、一人が複数の会員ＩＤ及びパス
ワードを所持する場合であったとしても、それらを同時に使用して本
サービスを利用することはできません。

（４）本会員は、本サービスに関連して当社または第三者に迷惑、不利益
を与える恐れのある行為、本サービスに支障をきたす恐れのある行



為、本規約に違反する恐れのある行為等を行ってはいけません。
第１７条（本会員の責任、当社の免責、損害賠償）

１．本会員は、自らの行為であるか否かにかかわらず、また過失の有無に
かかわらず、本サービスの利用にあたり、会員及び会員が締結した運送
契約に基づき、両社に対して乗車を求める会員以外の会員（以下、「利用
者」といいます。）が行った一切の行為及び結果並びに、会員ＩＤによりな
された一切の行為及び結果について、一切の責任を負担するものとし、
第三者に損害を与えた場合、自己の責任と負担において当該第三者との
紛争を解決するものとします。
２．当社は、本サービスに関して、以下の項目に該当する場合、当社では
一切の責任を負いません。
（１）会員情報の内容に事実と異なる内容（誤記、記入漏れ等を含みま

す。）があったことにより、本会員または第三者が被った不利益。
（２）本会員の会員ＩＤ及びパスワードの使用上の誤りまたは管理不十

分により本会員または第三者が被った不利益。
（３）当社が第２条第４項、及び同第５項に定める手続により本会員の登

録を取り消し、本会員の本サービス利用を停止させることにより本会
員または第三者が被った不利益。

（４）当社が本サービスに関するシステムまたは内容を変更したことに
より本会員または第三者が被った不利益。

（５）当社が本サービスの中断・変更・終了または本会員からの本サービ
スへのアクセス制限を行ったことにより本会員または第三者が被った
不利益。

（６）「カスタマーセンター」の電話番号、受付時間等の変更により本会員
または第三者の被った不利益。

（７）本会員の携帯電話、スマートフォンまたはパソコン等の機器、ソフト
ウェア等及びその環境設定、並びに通信状況等に何らかの問題がある
場合等に本会員または第三者が被った不利益。

（８）当社が相当の安全対策を講じていたにもかかわらず、通信経路に
おいて、盗聴がなされたことにより会員ＩＤ、パスワードその他取引情
報が漏洩したときに、本会員または第三者が被った不利益。

（９）本会員が登録した電子メールアドレスに対し当社から電子メール
が送信されるに伴い、本会員に生じる通信費等必要な費用の支払が
生じることにより本会員または第三者が被った不利益。

（１０）当社が相当の対策を講じたにもかかわらず駆除できずに当社から
送信された電子メールに付随していたウイルス、または当社が世間一
般に送信される容量として妥当と判断したにもかかわらず、結果とし
て本会員の携帯電話、スマートフォンまたはパソコンの受信容量を超
過した、当社から送信された電子メールにより本会員または第三者が
被った不利益。

（１１）その他、当社が相当の対策を講じたにもかかわらず、本会員が登
録した電子メールアドレスに対し当社から送信された電子メールによ
り本会員または第三者が被った不利益。

（１２）その他、本会員が、本規約、本規約の特約、当社または当社指定路
線を運営する他社の定める運送約款及び法令の定めに違反したこと
により、または本規約及び本規約の特約により本会員が一切の責任を
負うことが規定されている事柄を本会員が行ったことにより本会員ま
たは第三者が被った不利益。

（１３）その他、当社が相当の注意を払ったにもかかわらず、本サービスに
よって本会員または第三者が被った不利益。

３．本会員が本規約、及び当社またはＪＲ他社の定める運送約款及び法
令の定めに違反して当社または第三者に損害を与えた場合、当該会員
は、当該損害を賠償する責任を負うこととします。

第１８条（通知及び同意の方法）
１．当社から本会員への本サービスの運営及び内容に関する通知は、当
社の本サービスの申込サイト上への掲示、本会員が登録した電子メール
アドレスに対する当社からの電子メールの送信、またはその他当社が適
当と認める方法により行います。
２．前項の掲示の通知内容を反映した本サービスを本会員が利用した
ことにより、同通知の内容を本会員が承諾したものとみなします。

第１９条（権利の帰属）
本サービスにかかわる全てのプログラム、ソフトウェア、商標、商号、サー
ビス、手続、その他技術・販売方式全般及び情報に関する権利は当社また
はそれぞれの権利者に帰属するものであり、本会員はこれらの権利を侵
害する行為を行うことはできません。

第２０条（本規約の変更）
当社は、民法５４８条の４の定めに従い本会員と個別に合意することなく、
本規約を改定し（その付則及び特約等を新たに定めることを含みま



す。）、またはその付則及び特約等を変更することができるものとします。
この場合、当該改定等の効力が生じる日を定めたうえで、本規約に定め
る方法による通知を行います。ただし、改定が専ら本会員の利益となる
ものである場合、または本会員への影響が軽微であると認められる場
合、その他本会員に不利益を与えないと認められる場合、当社は、改定の
効力が生じる日を定めたうえで、本会員に対して改定の都度、エクスプレ
ス予約案内サイト（https://expy.jp/）等で公表するのみとし、上記通知は行
わないものとします。

第２１条（この特約に定めのない事項）
本規約に定めのない事項につきましては、カード会員規約の定めにより
ます。また、本規約における「別に定める項目」につきましては、当社ホー
ムページまたはエクスプレス予約案内サイト（https://expy.jp/）にてご確認
ください。

施行日　２０２２年６月２５日

ＪＲ九州ＥＸ-ＩＣサービスに関する特約
（ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員用）

本特約は、九州鉄道株式会社（以下、「当社」といいます。）が提供する
ＥＸ-ＩＣサービス等について定めるものです。

第１章　総則
第１条（総則）

１．本特約は、ＪＲ九州エクスプレス予約サービス会員規約（ＪＱ ＣＡＲＤ
エクスプレス会員）（以下、「ＥＸ会員規約」といいます。）の特約とし、ＥＸ
会員規約と本特約との間で重複または競合する内容については、本特約
が優先するものとします。
２．ＥＸ会員規約に定めるＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員は、エクスプレ
ス予約サービスの利用のための登録手続に際してインターネットの申込
サイト上に表示される特約に「同意する」ボタンを押すことにより本特約の
内容を承諾しているものとみなされます（以下、本特約を承諾しているもの
とみなされたＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員を単に「会員」といいます。）。
３．会員は、ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員でなくなったときは、当然に会
員でなくなります。

第２条（用語の定義）
１．本特約における主な用語の定義は、以下のとおりとします。
（１）「ＥＸ-ＩＣカード」とは、当社が会員を対象に貸与するＩＣチップを内

蔵するカードをいいます。
（２）「ＥＸ-ＩＣカード番号」とは、ＥＸ-ＩＣカードを識別するためにＥＸ-ＩＣ

カードごとに付与されたＥＸ-ＩＣカードの固有の番号をいいます。
（３）「交通系ＩＣカード」とは、エクスプレス予約ホームページ（https://

expy.jp/）に掲載するＩＣカード乗車券等をいいます。
（４）「当社指定路線」とは、ＥＸ-ＩＣサービスにより締結することができる

特別な旅客運送契約により乗車することができる路線として当社が
別に定める鉄道路線をいいます。

（５）「会員情報」とは、会員がＥＸ会員規約第２条第１項の定めにより登
録した事項（ＥＸ会員規約第３条の定めにより変更された事項を含み
ます。）をいいます。

２．本特約に定めのない用語の定義については、ＥＸ会員規約に定める
ところによるものとします。

第３条（本特約の変更）
当社は、民法５４８条の４の定めに従い会員と個別に合意することなく、本
特約を改定し（その付則及び特約等を新たに定めることを含みます。）、ま
たはその付則及び特約等を変更することができるものとします。この場
合、当該改定等の効力が生じる日を定めたうえで、本特約に定める方法
による通知を行います。ただし、改定が専ら会員の利益となるものであ
る場合、または会員への影響が軽微であると認められる場合、その他会
員に不利益を与えないと認められる場合、当社は、改定の効力が生じる
日を定めたうえで、会員に対して改定の都度、エクスプレス予約ホーム
ページ（https://expy.jp/）等で公表するのみとし、上記通知は行わないもの
とします。

第２章　ＥＸ-ＩＣサービス
第４条（ＥＸ-ＩＣサービス）

１．ＥＸ-ＩＣサービス（以下、「本サービス」といいます。）とは、ＥＸ会員規
約第１条に定めるサービスの一種であり、インターネットによる申込によ
り、当社指定路線の旅客運送契約の締結、変更、解約等（以下、「締結等」と
いいます。）をすることができるサービスをいいます。ただし、本サービス
により締結等をすることができる旅客運送契約は、当社が別に定める乗



降場（以下、「駅」といいます。）において入出場する際にＥＸ-ＩＣカードま
たは交通系ＩＣカード（以下、総称して「ＩＣカード」といいます。）等が必要
等の特別な旅客運送契約（以下、「ＥＸ-ＩＣ運送契約」といいます。）となり
ます。また、ＥＸ-ＩＣ運送契約は、乗車区間等の条件によっては、運賃等が
高額となる等、他の旅客運送契約によるよりも会員および第１８条第１項
に定める利用者にとって不利になる場合があります。
２．会員または利用者は、登録または指定したＩＣカードで乗車駅の自動
改札機を通過できない場合または登録または指定したＩＣカードを乗車
日当日に不所持の場合などは、ＥＸ会員規約第１０条に定める受取窓口に
おいて、ＥＸ会員規約第９条により当社が保管し、その約定した内容を記
載した証票を受け取って乗車するものとします。
３．当社指定路線とその他の路線の乗換改札口については、別に定める
場合を除き、自動改札機をＥＸ-ＩＣカードまたは前項の証票のみで通過す
ることはできません。

第５条（ＥＸ-ＩＣ運送契約の内容）
ＥＸ-ＩＣ運送契約の内容は、当社指定路線のうち当社路線については、当
社が定める「ＥＸサービス運送約款」によるものとし、当社指定路線を運
営する他社路線については、当該他社が定める約款によるものとします。

第６条（受付期間、受付時間）
本サービスによりＥＸ-ＩＣ運送契約締結等の申込を受け付ける期間及び
時間は、当社が別に定めるところによるものとします。

第７条（申込）
会員は、本サービスによりＥＸ-ＩＣ運送契約の締結等を申し込むにあたり、
会員の責任において、ＥＸ-ＩＣ運送契約の内容を確認したうえで申し込
むものとします。なお、ＥＸ-ＩＣ運送契約の締結可能件数は、当社が別に
定めるところによるものとします。

第８条（申込及び決済の方法、契約の成立等）
１．会員は、本サービスによりＥＸ-ＩＣ運送契約の締結を申し込む場合、本
サービスの申込サイト上にて当社が別に定める操作を行うものとします。
※ＥＸ-ＩＣ運送契約により大人１名がＩＣカードで乗車する場合は、会員
本人の利用に限ります。
２．前項の申込に対する当社からの承諾の通知は、申込操作完了後の本
サービスの申込サイト上への表示、または本会員があらかじめ登録した
電子メールアドレスに対する電子メールの送信により行います。ただし、
当社が別に定める時間帯におけるインターネットによる申込に対する当
社からの回答の通知は、会員があらかじめ登録した電子メールアドレス
に対する電子メールの送信により行います。
３．前項の当社からの承諾の通知がなされた時点で、会員と当社の間で
ＥＸ-ＩＣ運送契約が成立するものとします。なお、当社は会員に対し、申
込が成立した旨の回答の通知と合わせて「お預かり番号」の通知等を行
います。
４．第２項の通知が電子メールによって行われる場合、当社が電子メー
ルを送信するときに会員情報として登録された電子メールアドレスに宛
てた電子メールがメールサーバーに到達した時点をもって、通知が完了
したものとみなします。
５．前項において、何らかの事由により電子メールの到達が遅れ、または、
登録された電子メールアドレスが不正確であったため電子メールが到
達しなくとも、当社は、通常到達すべきときに到達したものとみなします。
６．ＥＸ-ＩＣ運送契約の運賃等は、ＥＸ会員規約第２条第１項に定める会
員登録等により会員が登録したＪＱ ＣＡＲＤエクスプレスによって決済
することとします。なお、会員の本サービスによりＥＸ-ＩＣ運送契約を締
結できる限度額は、当該ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス利用限度額による制限
を受けます。
７．第３項の定めによりＥＸ-ＩＣ運送契約が成立した時点において、
ＥＸ-ＩＣ運送契約の運賃等の決済手続が行われるものとします。
８．会員は、本サービスによりＥＸ-ＩＣ運送契約の変更、解約等を申し込
む場合、本サービスの申込サイト上にて当社が別に定める操作を行うも
のとします。
９．前項の変更、解約等は、申込に対する当社からの承諾の通知がなさ
れた時点で、変更、解約等が成立するものとします。また、変更、解約等
の承諾の通知は、申込操作完了後の本サービスの申込サイト上への表
示、または本会員があらかじめ登録した電子メールアドレスに対する電
子メールの送信により行います。なお、変更、解約等の承諾の通知が電
子メールによって行われる場合については、第４項及び第５項の定めを
適用します。
１０．前項により、第６項により決済した運賃等に払いもどすべき過剰金
または新たに収受すべき不足金または手数料が生じた場合、ＪＱ ＣＡＲＤ
エクスプレスにより精算することとします。ただし、会員から当社に申し



出があり、当社が特に認める場合または運行不能その他当社が妥当と認
める場合には、現金その他の手段により精算する場合があります。
１１．ＥＸ-ＩＣ運送契約の変更を行う場合は、原則として変更後のＥＸ-ＩＣ
運送契約を改めて締結したのち、変更前の運賃等の払いもどしを行いま
す。そのため、変更後のＥＸ-ＩＣ運送契約の締結可能額は会員のＪＱ 
ＣＡＲＤエクスプレス利用可能額による制限を受ける場合があります。
１２．会員は、本サービスによりＥＸ-ＩＣ運送契約の締結等の申込をした
後、別に定める所要回答時間を経過した後においても当社から承諾の通
知がされない場合には、当社が別に定めるＪＲ九州エクスプレス予約カ
スタマーセンター（以下、「カスタマーセンター」といいます。）まで速やか
に電話連絡を行い、その指示に従うものとします。
１３．ＥＸサービス運送約款第２７条の２に定める特殊な乗車取扱いをし
た場合のＥＸ-ＩＣ運送契約の成立時期は、第３項及び第９項の定めによ
らず、駅において乗車の際に自動改札機による処理を受けたときとしま
す。この場合、ＥＸ-ＩＣ運送契約の運賃等は、会員の入出場の記録をもと
に、乗車した区間、乗車日に対するＥＸ予約サービス（普通車自由席）の発
売額とします。また、ＥＸ-ＩＣ運送契約の運賃等の決済は、第７項の定め
によらず、乗車日以降にＪＱ ＣＡＲＤエクスプレスによって決済手続を行
うものとし、併せて決済内容について会員の電子メールアドレスに電子
メールを送信し、ＥＸ-ＩＣ運送契約の通知を行うものとします。

第９条（契約の締結、変更後の取り扱い）
会員は、本サービスにより締結、変更したＥＸ-ＩＣ運送契約の内容につい
て、その有効期間中は、当社が別に定める営業時間内において、本サービ
スの申込サイト上にて確認することができます。

第３章　サービスの変更、中断、終了等及び通知方法等に関する定め
第１０条（本サービス等の変更、中断、終了等）

１．当社は、事前に会員に通知することなく、本サービスの内容を変更す
ることができるものとし、変更後は、変更後の内容のみ有効とします。
２．当社は、事前に会員に通知することなく、本サービスの提供に必要な
システム、機器、ネットワークその他の設備（以下、総称して「システム等」
といいます。）を変更することができるものとします。
３．当社は、次の各号のいずれかに該当する場合には、事前に会員に通
知することなく、本サービスの一部または全部の提供の中断もしくは会
員のシステム等へのアクセス制限その他必要な措置を実施することが
できるものとします。
（１）システム等の保守、点検を行う場合。
（２）システム等に障害が発生した場合。
（３）戦争、暴動、騒乱、労働争議、火災、停電、天災、その他の非常事態ま

たは当社の責によらない何らかの事由により、本サービス等を通常ど
おり提供できなくなった場合。

（４）その他、当社が本サービス等の提供上、必要と判断した場合。
４．当社は、当社の都合により本サービス等を終了できるものとします
が、この場合、当社は会員に事前に通知するものとします。
５．当社は、前各項の本サービス等の内容の変更、システム等の変更、提
供の中断もしくはシステム等へのアクセス制限その他必要な措置の実
施または提供の終了に伴って会員または第三者に生じた不利益につい
ては、一切の責任を負いません。

第１１条（通知の方法）
１．当社から会員への本サービスの内容及びその取り扱い等に関する
通知は、本サービスの申込サイト、当社ホームページまたはエクスプレス
予約案内サイト（https://expy.jp/）への掲示、会員情報として登録された電
子メールアドレスへの電子メールの送信、会員情報として登録された住
所への郵便物の送付、会員情報として登録された電話番号への電話連
絡等の当社が適当と認める方法のいずれかにより行うものとします。
２．前項の通知が本サービスの申込サイト、当社ホームページまたはエ
クスプレス予約案内サイト（https://expy.jp/）への掲示によって行われる
場合、掲示された時点をもって通知が完了したものとみなします。
３．第１項の通知が電子メールによって行われる場合、当社が電子メー
ルを送信するときに会員情報として登録された電子メールアドレスに宛
てた電子メールがメールサーバーに到達した時点をもって、通知が完了
したものとみなします。
４．第１項の通知が郵便物の送付によって行われる場合、当社が郵便物
を送付するときに会員情報として登録された住所に宛てた郵便物が当
該住所に到達した時点をもって、通知が完了したものとみなします。
５．前二項において、会員情報として登録された電子メールアドレスま
たは住所が不正確であった場合には、このために電子メールもしくは郵
便物の到達が遅れ、または到達しなくとも、当社は、通常到達すべきとき
に到達したものとみなします。



６．当社は、電子メールもしくは郵便物の到達が遅れ、または到達しな
かったことにより、会員または第三者に生じた不利益については、一切の
責任を負いません。

第１２条（例外的扱い）
当社は、当社が特に必要と認めた場合、第２章から本章までの定めと異
なる扱いをすることができるものとします。

第４章　ＥＸ-ＩＣカード
第１３条（ＥＸ-ＩＣカードの発行及び効力）

１．当社は、本サービスの提供に関連して、ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員
に対し、ＥＸ-ＩＣカードを発行し、貸与します。
２．ＥＸ-ＩＣカードの所有権は、当社に属し、他人に貸与、預託、譲渡、担保
提供その他当社の所有権を侵害することはできません。
３．当社は、別に定める場合を除き、ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレスの送付先住
所として登録された住所に、ＥＸ-ＩＣカードを送付します。
４．会員は、善良なる管理者の注意を持ってＥＸ-ＩＣカード（内蔵するＩＣ
チップに記録された情報を含みます。）を使用、管理しなければなりません。
５．会員は、ＥＸ-ＩＣ運送契約により当社指定路線に乗車する場合は、常
にＥＸ-ＩＣカード及びＪＱ ＣＡＲＤエクスプレスを携帯し、当社または当社
指定路線を運営する他社係員より提示を求められたときは、速やかにこ
れらを提示しなければなりません。この提示がない場合、会員は、
ＥＸ-ＩＣ運送契約により当社指定路線へ乗車することができないことが
あります。
６．ＥＸ-ＩＣカードは、個人の会員名をカードの表面に記載した記名式
カードであり、ＥＸ-ＩＣカード表面に氏名が記載された会員本人以外は使
用できません。
７．ＥＸ-ＩＣカードが第三者に使用された場合、会員は、承諾したか否か
にかかわらず、その使用によって生じた一切の責任・債務・負担等を負う
ものとします。

第１４条（ＥＸ-ＩＣカードの有効期限及び更新）
１．ＥＸ-ＩＣカードの有効期限は、当社が別に指定する日までとします。
ただし、当社が必要と認め会員に通知した場合には、ＥＸ-ＩＣカードの有
効期限を変更することができるものとします。
２．前項にかかわらず、ＥＸ-ＩＣカードの有効期限前に、当社の都合によ
りＥＸ-ＩＣカードを予告なく交換することがあります。
３．ＥＸ-ＩＣカードの有効期限が満了する場合、会員からＥＸ-ＩＣカード
の更新を希望しない旨の通知がなく、当社が引き続き会員として適格と
認めるときは、ＥＸ-ＩＣカードの有効期限が満了するまでに、有効期限を
更新したＥＸ-ＩＣカードを自動的に発行します。

第１５条（ＥＸ-ＩＣカードの回収、返却）
１．会員が次の各号のいずれかに該当する場合には、当社または当社指
定路線を運営する他社は、会員に対し、ＥＸ-ＩＣカードの返却を求めるな
いし本サービスの提供を終了することがあります。
（１）本特約に違反した場合。
（２）ＥＸ会員規約第２条第４項の会員登録の取消を受けた場合。
（３）当社が定める期間内において、１回も本サービスを利用していない

場合。
（４）会員が本人以外の第三者にＥＸ-ＩＣカードを使用させた場合。
（５）ＥＸ-ＩＣカードを不正乗車（不正乗車をする目的で乗車したことが

明らかな場合を含みます。）または公序良俗に反する行為に使用した
場合。

（６）換金目的によるＥＸ-ＩＣ運送契約の締結等、ＥＸ-ＩＣカードの利用状
況が適当でないと当社が認めた場合。

（７）ＥＸ-ＩＣカード本体または内蔵するＩＣチップに記録された情報を
故意に破壊、改ざん、複写、移動または第三者に提供等した場合。

（８）会員が、当社への約定支払額の支払いを怠った場合。
（９）ＥＸ-ＩＣ運送契約の内容について、当社が別に定める「ＥＸサービス

運送約款」または他社が定める約款に重大な違反をした場合もしくは
繰り返し違反した場合。

（１０）当社または当社指定路線を運営する他社から複数のＥＸ-ＩＣカー
ドを貸与されている場合で、他のＥＸ-ＩＣカードについて本項のいずれ
かの事由に該当した場合。

（１１）第１９条第１項のいずれかの事由に該当したことにより交通系ＩＣ
カードの登録取消を受けた場合。

（１２）その他、会員のＥＸ-ＩＣカードの利用が適当でないと当社が認めた
場合。

２．前項により会員がＥＸ-ＩＣカードの返却を求められた場合、会員が当
社との間に締結したその時点で有効なＥＸ-ＩＣ運送契約に基づく権利そ
の他ＥＸ-ＩＣカードに基づく権利は、無効となります。



３．会員は、会員でなくなった場合、速やかにＥＸ-ＩＣカードを当社に返
却するものとします。ただし、当社が特に認める場合には、当社が
ＥＸ-ＩＣカードの所有権を放棄し、会員の責任においてＥＸ-ＩＣカードを
処分させることができるものとします。
４．会員は、会員でなくなった後であっても、ＥＸ-ＩＣカードに関して生じ
た一切の責任、債務、負担等を負うものとします。

第１６条（ＥＸ-ＩＣカードの紛失、盗難及び不正使用）
１．会員がＥＸ-ＩＣカードを紛失し、または盗難に遭った場合には、速や
かに最寄りの警察署に届けるとともに、当社が別に定めるエクスプレス
ＩＣカード紛失盗難デスクに電話連絡を行い、ＥＸ-ＩＣカードの利用停止
を申し出るものとします。
２．会員のＥＸ-ＩＣカードの利用・管理について、次の各号のいずれかに
該当する場合には、第１３条第７項の定めの他、そのために生じた一切の
損害は会員が負担するものとします。
（１）会員の故意または重大な過失に起因して、紛失、盗難または不正使

用が発生した場合。
（２）会員の関係者が紛失、盗難または不正使用に関与した場合。
（３）本特約に違反している状況において紛失、盗難、不正使用が発生し

た場合。
（４）当社または当社が指定する者が行う被害状況調査等に協力をしな

い場合。
（５）不正使用の際に会員のパスワードが使用された場合。
（６）前項の申し出の内容が虚偽である場合。

３．当社は、第１項の申し出を受領した場合、当社が別に定める期間内に
不正利用等の防護措置その他の所定の手続をとるものとします（以下、
当社が別に定める期間を「防護措置期間」といいます。）。防護措置期間
経過後に生じたＥＸ-ＩＣカードの不正使用については、前項各号に該当
する場合を除き、第１３条第７項の定めにかかわらず、会員は一切の責任・
債務・負担等を負わないものとします。

第１７条（ＥＸ-ＩＣカードの再発行）
１．当社は、ＥＸ-ＩＣカードにかかわる情報の管理・保護等、業務上必要と
判断した場合には、事前に会員に通知することなくＥＸ-ＩＣカード番号そ
の他必要な事項を変更して再発行することができるものとします。
２．当社は、会員がＥＸ-ＩＣカードの紛失・盗難・毀損・滅失等のため、当社
の定める再発行手続を行い、これを当社が認めた場合には、ＥＸ-ＩＣカー
ドを再発行します。
３．前各項のＥＸ-ＩＣカードの再発行の際には、会員は、ＥＸ-ＩＣカードを
保有していれば、これを当社に返却しなければなりません。ただし、当社
が特に認める場合には、当社がＥＸ-ＩＣカードの所有権を放棄し、会員の
責任においてＥＸ-ＩＣカードを処分させることができるものとします。
４．会員は、第２項によりＥＸ-ＩＣカードの再発行を受ける場合には、当社
所定の再発行手数料を負担するものとし、その費用は会員のＪＱ ＣＡＲＤ
エクスプレスにより決済するものとします。

第５章　交通系ＩＣカード
第１８条（交通系ＩＣカード）

１．会員または会員が締結した運送契約に基づき、乗車を求める会員以
外のお客様（以下、「利用者」といいます。）が、ＥＸ-ＩＣ運送契約により当社
指定路線に乗車する場合に交通系ＩＣカードを使用して当社が別に定め
る駅において入出場することを希望する場合、会員は当社が別に定める
方法により交通系ＩＣカードの登録または指定手続をするものとします。
※交通系ＩＣカードが失効や無効となっている場合は、本サービスを利用
できません。
２．会員は、記名式の交通系ＩＣカードを登録する場合、実際に乗車する
会員または利用者と同一名義の交通系ＩＣカードを登録するものとします。
３．会員は、ＥＸ-ＩＣ運送契約により当社指定路線に乗車する場合であっ
て、交通系ＩＣカードを使用して入出場するときは、常にＩＣカード及び
ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレスを携帯するものとし、当社または当社指定路線
を運営する他社の係員の求めにより、会員はＩＣカード及びＪＱ ＣＡＲＤエ
クスプレスを、利用者は交通系ＩＣカードを速やかに提示しなければなり
ません。この提示がない場合、会員または利用者は、ＥＸ-ＩＣ運送契約に
より当社指定路線へ乗車することができないことがあります。
４．ＥＸ-ＩＣ運送契約締結後、当社が別に定める条件で変更する場合、当
社は予約に紐づいた交通系ＩＣカードの登録または指定情報を自動的に
解除することがあり、この場合申込サイト上に表示するものとします。
５．交通系ＩＣカードを申込サイト上で登録可能な時間帯や件数は、当社
が別に定めます。

第１９条（交通系ＩＣカードの登録取消）
１．会員または使用者が次の各号のいずれかに該当する場合には、当社



または当社指定路線を運営する他社は、事前に会員に通告することなく
直ちに交通系ＩＣカードの登録または指定を取り消すないし本サービス
の提供を終了することがあります。
（１）第１５条第１項のいずれかの事由に該当したことによりＥＸ-ＩＣカー
ドの返却を求められた場合。

（２）記名式交通系ＩＣカードを記名人以外の第三者に使用させた場合。
（３）交通系ＩＣカードを不正乗車（不正乗車をする目的で乗車したこと

が明らかな場合を含みます。）または公序良俗に反する行為に使用し
た場合。

（４）換金目的によるＥＸ-ＩＣ運送契約の締結等、交通系ＩＣカードの利用
状況が適当でないと当社が認めた場合。

（５）交通系ＩＣカードに記録された駅における入出場に係る情報等を故
意に破壊、改ざん、複写、移動または第三者に提供等した場合。

（６）会員が複数の交通系ＩＣカードとして登録手続をし、当社がこれら
を登録した場合で、他の交通系ＩＣカードについて本項のいずれかの
事由に該当した場合。

（７）会員が登録した交通系ＩＣカード番号が不正確であり、第三者が不
利益を被っている場合。

（８）その他、会員の交通系ＩＣカードの利用が適当でないと当社が認め
た場合。

２．前項により会員が交通系ＩＣカードの登録取消を受けた場合、会員が
当社との間に締結したその時点で有効なＥＸ-ＩＣ運送契約に基づく権利
その他交通系ＩＣカードに基づく権利は、無効となります。
３．会員は、会員でなくなった後であっても、交通系ＩＣカードに関して生
じた一切の責任・債務・負担等を負うものとします。

第２０条（交通系ＩＣカードの変更等）
１．会員が、本サービスに交通系ＩＣカードを追加登録する場合並びに登
録または指定した交通系ＩＣカードを変更する場合は、当社の定める手
続によるものとし、当社がこれを認めた場合に、新たな交通系ＩＣカード
として本サービスを利用することができます。
２．ＥＸ-ＩＣ運送契約の締結または変更後、前項により、交通系ＩＣカード
の登録または指定を変更した場合は、変更後の交通系ＩＣカードで本
サービスの利用ができるものとします。

第６章　その他
第２１条（当社の免責事項）

当社は、ＩＣカードの利用に関して、次の各号の不利益については、一切の
責任を負いません。
（１）ＩＣカードの使用上の誤りにより会員または第三者が被った不利益。
（２）当社が別に定める利用環境以外での本サービス利用のほか、シス

テム等にかかわる通信回線やコンピュータの障害等により、システム
等が中断・遅滞・中止したことにより会員または第三者が被った不利益。

（３）ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス、エクスプレス予約サービス、ＥＸ-ＩＣカー
ドの案内冊子等に記載された連絡先の名称、電話番号、受付時間等の
変更により会員または第三者の被った不利益。

（４）利用環境の変更により、会員または第三者が被った不利益。
（５）当社が会員から第１６条第１項の申し出を受領した場合で、防護措

置期間内に発生した不正使用等により、会員または第三者の被った不
利益。

（６）交通系ＩＣカードのサービスメンテナンス、障害等のため、駅におい
て入出場ができないことにより会員または第三者が被った不利益。

施行日　２０２２年６月２５日

エクスプレス予約グリーンプログラム特約
第１条（定義）

１．本特約は、九州旅客鉄道株式会社（以下、「ＪＲ九州」といいます。）及
びＪＲ九州が提携する企業（以下、「提携各社」といいます。）が、「ＪＲ九州
エクスプレス予約サービス会員規約（ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員）」に
定める会員（以下、「会員」といいます。）に対し、各種サービスを提供する
プログラム（以下、「本プログラム」といいます。）について定めます。
２．本プログラムは、会員によるエクスプレス予約のご利用に対し、その
ご愛顧にお応えするため、特典を提供するものです。
３．ポイントとは、会員による本プログラム対象サービスの利用に応じて
付与される点数をいいます。
４．特典とは、会員の利用申込に応じてＪＲ九州及び提携各社により、会
員に提供されるサービス等をいいます。
５．特典グリーン券とは、特典のうち一定の条件によりグリーン席に乗
車いただくことができるサービス利用時に発行する乗車券類をいい



ます。
第２条（参加申込）

本プログラムは、全ての会員を対象に提供し、会員による申込み等、特別
の手続きを行うことなくサービスが適用されます。

第３条（ポイントの蓄積）
１．ポイントは物理的に発行されたカード単位に蓄積されます。
２．会員が、会員資格を失ったときは、蓄積されていたポイントは無効と
なります。
３．ポイントは、別に定める条件に従ったエクスプレス予約による乗車
券類の購入、受取り等のほか、ＪＲ九州及び提携各社の定める商品購入・
サービスの利用に際し付与されます。
４．ＪＲ九州及び提携各社は、ポイントの付与条件について、随時、任意
に見直すことができるものとします。
５．ポイントは別に定める蓄積条件に基づき、エクスプレス予約サービ
ス内に設定される口座に対し蓄積され、利用可能なポイントとして登録
されます。会員は口座にポイントが登録された後でなければ、そのポイ
ントにより特典を利用することはできません。
６．ポイントが自動的に口座に登録されなかった場合、会員はＪＲ九州が
別に定める方法により、ポイントの蓄積、引落しを請求することができま
す。ただし、この請求はＪＲ九州が特に認める場合を除き、ポイント利用
対象商品、サービスの購入日から３ヶ月以内にお申し出いただくこととし
ます。
７．エクスプレス予約の利用条件や登録された会員属性等の違いによ
り、ポイント付与条件、特典付与条件その他の諸条件を、特定の会員にの
み変更して提供する場合があります。

第４条（ポイントの有効期限）
ポイントの有効期限は、蓄積年の翌年の６月末日２３時３０分までとしま
す。有効期限後に口座に存するポイントは、別に定める場合を除き、失効
します。

第５条（ポイントの共有、合算、移転）
１．蓄積されたポイントについては、次に挙げる場合をはじめ、いかなる
場合においても、所有する会員本人、第三者を問わず、他のカードとの間
で共有、合算、移転できません。
（１）会員のカードが現在のカードから、別のカードに変更となる場合。
（２）会員が複数のカードを所持している場合。

２．ポイントの合算、移転の特例
前項にかかわらず次の場合については特例として、異なるカードへのポ
イントの合算、移転を認める場合があります。
（１）カードの紛失、盗難等により、別のカードを発行することとなった場合。
（２）その他、ＪＲ九州との提携によりカードを発行する会社がともに認

めた場合。
第６条（提携各社によって提供される特典）

１．提携各社によって提供されるサービス内容及びそれに関する告知
等については、提携各社の責任により行います。ＪＲ九州は提携各社に
より提供されるサービスの品質を保証するものではありません。
２．提携各社でのサービス利用については、提携各社ごとの規約等に定
める利用条件に従うものとします。
３．蓄積されたポイントは別に定める場合を除き、提携各社が提供して
いるポイントサービス等のポイント、特典との共有、合算及び譲渡をする
ことはできません。
４．ＪＲ九州は提携各社との提携解消、提携各社が提供する特典内容、条
件の変更等については一切責任を負いません。
５．ＪＲ九州は提携各社との提携を、変更または終了することがあります。
この場合ＪＲ九州は会員に対し、エクスプレス予約案内サイト（https://
expy.jp/）等にてその旨をお知らせします。

第７条（ポイントによる特典の利用）
１．特典は会員に限り申し込むことができます。
２．特典は原則として、会員に限り利用できるものとします。これによら
ず、会員が同時に予約した他の利用者等に特典を利用させる場合は、特
典の利用条件等について十分に説明し、特典の利用に際し会員が遵守
すべき規約等各種の定めについて利用者に遵守させるものとします。
３．ポイント及び特典については、前項の場合を除き他の会員等に譲渡
することはできません。
４．ＪＲ九州は特典の利用に際し、所定の本人確認等を行う場合があり
ます。
５．会員への特典に関する必要事項の通知、連絡は、ＪＲ九州のホーム
ページまたはエクスプレス予約案内サイト（https://expy.jp/）等によるほ
か、会員がカードもしくはエクスプレス予約に登録した住所、電話番号、



電子メールアドレス等に対して行います。また、原則として特典の送付
は、会員がカードもしくはエクスプレス予約に登録した住所に対して行
います。この登録内容の誤り、更新未了等により必要事項の不連絡及び
特典の不着など、会員に不利益が生じても、ＪＲ九州は一切責任を負いま
せん。
６．会員は、特典の利用に際して、別に定める利用条件を事前に確認す
るとともに、利用条件に従って利用するものとします。
７．特典の提供にあたっては、利用できない期間や提供数量等の制限を
設ける場合があります。ＪＲ九州はこの利用制限を理由に、特典の払い
もどし、ポイントの口座への返還、またはポイントの有効期限の延長等を
行う責任を負いません。
８．会員等は、提供された特典をいかなる形でも、第三者への譲渡、売買、
金品との交換を行うことを禁止します。
９．ＪＲ九州は、会員に提供するすべての特典について、紛失、盗難等を
理由とする再提供の義務を負いません。また特典の発送以降、配送中に
生じた遅延、紛失、損害等のあらゆる事故により会員が特典を利用でき
ない状況となった場合についても、それを補償するいかなる責任も負い
ません。

第８条（変更、終了の告知）
１．ＪＲ九州は、本特約、ポイントの付与条件、特典内容やその付与条件
等の諸条件について、既に付与されたポイント、特典等の価値に影響を
及ぼすか否かにかかわらず、予告なしに変更する場合があります。
２．本プログラムに関する案内書に記載の規定及び告知内容等の確認
事項については、ＪＲ九州のホームページまたはエクスプレス予約案内サ
イト（https://expy.jp/）等に記載された内容が、従来の内容に優先します。
最新の印刷物に記載された確認事項と相違する従来の確認事項は、最
新の印刷物に記載された内容に改定されたものとみなします。
３．ＪＲ九州は、任意に本プログラムを終了できるものとします。終了の
場合、別に定める場合を除き、本プログラムの終了時において、会員の未
使用ポイントは取消され、未使用特典の使用も中止されます。

第９条（特約の変更）
ＪＲ九州は、民法の定めに従い会員と個別に合意することなく、本特約を
改定し（その付則及び特約等を新たに定めることを含みます。）、またはそ
の付則及び特約等を変更することができるものとします。なお、改定が
専ら会員の利益となるものである場合、または会員への影響が軽微であ
ると認められる場合、その他会員に不利益を与えないと認められる場
合、ＪＲ九州は、改定の効力が生じる日を定めたうえで、会員に対して改
定の都度、エクスプレス予約案内サイト（https://expy.jp/）等で公表するも
のとします。

第１０条（この特約に定めのない事項）
ポイント利用にかかわる個人情報の取扱い、その他本特約に定めのない
事項については、カード会員規約、ＪＲ九州エクスプレス予約サービス会
員規約（ＪＱ ＣＡＲＤエクスプレス会員用）によります。また、別に定める
ものにつきましてはエクスプレス予約案内サイト（https://expy.jp/）等でご
確認ください。

施行日　２０２２年６月２５日

ＪＲキューポ利用規約
第１条（本規約の目的）

本規約は、九州旅客鉄道株式会社（以下「当社」といいます。）が、次の各号
に定めるサービスの利用者（以下「利用者」といいます。）に対して提供す
るポイント（以下「ＪＲキューポ」といいます。）の内容及び適用条件などに
関する基本的事項を定めたものです。
（１）当社が、「ＪＲ九州Ｗｅｂ会員規約」などに基づいて提供するサービス

の利用者
（２）当社が、「ＪＲ九州インターネット列車予約サービス利用規約」など

に基づいて提供するＪＲ九州インターネット列車予約サービスの利
用者

（３）当社及び当社が提携するクレジットカード会社が、会員規約などに
基づいて発行する「ＪＱ ＣＡＲＤ」の利用者

（４）当社が、「ＩＣカード乗車券取扱規則」などに基づいて発行するＩＣ
カード乗車券「ＳＵＧＯＣＡ」の利用者

（５）当社が、「ＪＲキューポアプリ会員規約」などに基づいて提供する
サービスの利用者

（６）当社が定めるその他の利用者
第２条（適用範囲）

ＪＲキューポのサービス内容などについては、本規約の定めるものにより



ます。
２　利用者は、本規約ならびに第１条の（１）から（５）の規約・規則などに定
めていない事項については、当社、当社グループ会社、当社が提携する企
業がＪＲキューポの利用に対して別途定める規約、特約、規則及び規定な
ど（以下、「利用規約など」といいます。）に従うものとします。

第３条（用語の定義）
本規約における用語の定義は、次の各号に定めるとおりとします。
（１）「ＪＲキューポ」とは、本規約に従って利用者に付与されるポイントを

いいます。
（２）「ボーナスポイント」とは、通常付与されるポイント以外に、当社が定

める特別の条件下で付与されるポイントをいいます。
（３）「ポイントチャージ」とは、ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機で、ＪＲキュー

ポを使用して、ＳＵＧＯＣＡのＳＦ（ストアードフェアカードの機能により
ＳＵＧＯＣＡに記録される金銭的価値をいいます。）にチャージすること
をいいます。

（４）「ポイントセンター」とは、利用者へのＪＲキューポの付与、管理を行
うシステムセンターをいいます。

第４条（ポイントの付与）
当社は、利用者に対して、次の各号に定めるＪＲキューポを付与します。
（１）ＪＲ九州インターネット列車予約サービスの利用金額などに応じた

付与
（２）ＪＱ ＣＡＲＤによるカードショッピングのご利用金額などに応じた

付与
（３）ＳＵＧＯＣＡのＳＦ利用、または当社が指定するＪＲキューポ付与の対

象となる加盟店における電子マネー利用に応じた付与
（４）ＪＲキューポアプリの利用金額などに応じた付与
（５）利用者の各サービスの利用実績や懸賞・キャンペーンへの応募状

況などにもとづいた付与
（６）その他当社が別途定める方法により付与

２　当社はＪＲキューポ付与対象サービスの利用取消しを行った場合
は、ＪＲキューポは付与しません。当社が当該利用に対してすでにＪＲ
キューポを付与している場合は、後日ＪＲキューポの減算処理を行う場合
があります。
３　付与されたＪＲキューポの換金、または第三者への譲渡などはできま
せん。

第５条（ポイントの効力）
ＪＲキューポは、ポイントセンターで付与処理が完了した時点で有効とな
り、その日をポイント付与日とします。なお、第４条１項の各号に定める
ポイントごとに、付与日が異なる場合があります。
２　ＪＲキューポは、付与された日から２年後の月末まで有効です。有効
期限を過ぎたＪＲキューポは自動的に失効します。
３　利用者が、本規約及び第１条各号に記載される各サービスの規約な
どに違反した場合、利用者に付与されているＪＲキューポは失効します。

第６条（ポイントの照会・合算）
利用者は、ＪＲキューポの付与日、付与状況、残高、交換状況、失効予定な
どについて、当社指定の方法に基づいて照会することができます。
２　ＪＲ九州Ｗｅｂ会員に登録した利用者は、当社サイトから当社所定の
手続きにより、利用者本人名義のＪＱ ＣＡＲＤおよび記名式ＳＵＧＯＣＡを、
各々最大５枚まで登録すること、また、ＪＲキューポアプリに登録すること
により第４条第１項の各号に基づいて付与するＪＲキューポの合算、照会
が行えます。
３　利用者が、ＪＲ九州Ｗｅｂ会員サービスを退会した場合には、インター
ネット列車予約サービス及びＪＲキューポアプリなどの利用に基づいて
付与されたポイントはすべて失効し、また利用者本人名義のＪＱ ＣＡＲＤ
および記名式ＳＵＧＯＣＡの利用に基づいて付与されたＪＲキューポは
各々のＪＱ ＣＡＲＤ及び記名式ＳＵＧＯＣＡごとに個別に管理されるように
なります。
４　利用者が、本条第２項で定めるＪＲキューポの合算のための登録を
解除した場合には、利用者本人名義のＪＱ ＣＡＲＤ及び記名式ＳＵＧＯＣＡ
の利用に基づいて付与されたＪＲキューポは各々のＪＱ ＣＡＲＤまたは記
名式ＳＵＧＯＣＡごとに個別に管理されるようになります。

第７条（ポイントの交換）
利用者は、付与されたＪＲキューポを当社指定の手続きにより、当社が指
定する商品・サービスと交換することができます。
２　前項に定める手続きによって一旦交換したＪＲキューポは、その交換
を取消すことはできません。
３　交換した商品・サービスの換金、または第三者への譲渡、販売はでき
ません。



４　交換した商品・サービス、もしくはこれらに関する通知または送付書
類などのお届け先は、利用者が当社所定の手続きによって指定した当社
に届け出られている自宅住所とし、それ以外の場所をお届け先として指
定することはできません。
５　前項の定めるところにより、当社に届けられている事項に関する変
更の届出がないために、商品・サービスなどが延着または不着となった場
合であっても、通常到着すべきときに利用者に到着したものとみなします。
６　ＪＲキューポを商品・サービスに交換した後に、ＪＲ九州インターネッ
ト列車予約、ＪＱ ＣＡＲＤのカードショッピング、ＳＵＧＯＣＡのＳＦ利用な
ど、ＪＲキューポ付与のもととなった取引の一部、または全部を取消した
場合、交換したＪＲキューポに相当する価額の返還を当社より利用者に
対してご請求する場合があります。

第８条（ポイントのＳＵＧＯＣＡチャージ）
利用者は、第６条第２項で規定するＪＲキューポの合算対象として予め
登録したＳＵＧＯＣＡのＳＦ、または利用者のうちＪＱ ＣＡＲＤ会員が当社が
別に定めるＳＵＧＯＣＡオートチャージ取扱規則第４条に基づき、オート
チャージサービス利用契約を締結した当該オートチャージＳＵＧＯＣＡの
ＳＦに、ＪＲキューポをポイントチャージすることができます。
２　ポイントチャージの取扱はＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機に限ります。
３　ＪＲキューポをＳＦにポイントチャージする場合は、１ポイント１円と
して換算し、１００円、２００円、３００円、４００円、５００円、１，０００円、２，０００円、
３，０００円、５，０００円、１０，０００円のいずれかの金額をチャージすることが
できます。ただし、１枚あたりのＳＦ残額は２０，０００円を超えることはで
きません。
４　一度ＳＵＧＯＣＡのＳＦにポイントチャージしたＪＲキューポは、再び
ＪＲキューポに戻すことはできません。
５　ポイントチャージ後のＳＦの取扱いについては、当社のＩＣカード乗
車券取扱規則などに従うものとします。
６　当社は、交換したＳＦの紛失、盗難などを理由とするＳＦの再提供及
び保証の義務を負いません。
７　交換後のＳＦの取扱いについては、当社のＩＣカード乗車券取扱規則
及びＳＵＧＯＣＡ電子マネー取扱規則の定めによるものとします。

第９条（ポイントの利用）
利用者は第６条第２項で規定するＪＲキューポの合算対象として予め登
録したＪＲキューポアプリの提供するサービスの利用により、当社が別途
定める加盟店における商品、役務またはサービスの対価として代金の一
部または全部を支払うことができます。

第１０条（業務委託）
利用者は、当社が指定する委託先（以下「委託先」といいます。）に対して、
次の業務を委託することを予め承諾するものとします。
（１）ＪＲキューポの加減算・利用に関する業務
（２）ＪＲキューポの情報処理・電算機処理に付随する業務
（３）その他、当社が指定したＪＲキューポのサービスにかかる業務

２　利用者は、当社が前項の委託業務範囲を追加・変更することがある
ことを、予め承諾するものとします。
３　利用者は、委託先が本条第１項の業務を行うために必要な範囲で、
利用者に関する情報を当社が委託先に提供することを、予め承諾するも
のとします。

第１１条（免責事項）
ＪＲ九州Ｗｅｂ会員の会員ＩＤなどの漏洩・盗難、または保有するＪＱ 
ＣＡＲＤやＳＵＧＯＣＡのＳＦの盗難・紛失などにより、第三者がＪＲキューポ
を不正に使用した場合であっても、当社は一切の責任を負いません。
２　利用者が、オートチャージＳＵＧＯＣＡのＳＦの盗難・紛失などの際、ＩＣ
カード乗車券取扱規則第３２条及び第４６条に定める紛失再発行の手続
きを行わなかった場合、及び再発行登録を行い当社の使用停止措置が
完了するまでの間に、当該ＳＵＧＯＣＡのＳＦへのポイントチャージなどに
より生じた損害については、当社は一切の責任を負いません。
３　自動改札機などの機器の障害や輸送障害または運営上の都合によ
り、やむを得ずＳＵＧＯＣＡが利用できないことによって、当該利用に対す
るＪＲキューポの付与ができない場合であっても、当社及び加盟店は一
切の責任を負いません。
４　その他、当社の責任に帰すことのできない事由から発生した損害に
ついては、当社は一切責任を負いません。

第１２条（ポイントサービスの終了、中止、変更）
利用者は、当社が、利用者がすでに取得したＪＲキューポの価値に影響を
及ぼすか否かにかかわらず、ＪＲキューポのサービスを終了、中止または
本規約を変更することができることを予め承諾するものとします。
２　当社は、ＪＲキューポのサービスの終了、中止及び本規約を変更する



場合は、その旨を当社ホームページにて告知しまたはその旨を利用者へ
通知するものとし、当該告知、または通知にて指定する期日をもって、ＪＲ
キューポのサービスの終了、中止、または規則の変更がなされるものとし
ます。

第１３条（ポイントサービスの制限、停止、廃止）
当社は、運営上の都合や、天災、停電、通信事業者のシステム異常などの
不可抗力の発生により、本規約に定めるＪＲキューポのサービス提供を、
予告なく一時的に制限、停止することがあります。
２　当社が前項に基づき、ＪＲキューポのサービスについて一時的な制限
または停止を行った場合に、利用者に何らかの損害または不利益が生じ
ても、当社は一切の責任を負いません。

第１４条（管轄裁判所）
利用者と当社との間で紛争が生じた場合には、当事者間で誠意をもって
解決するものとします。
２　利用者と当社との紛争については、福岡地方裁判所または福岡簡易
裁判所を専属的合意管轄裁判所とします。

第１５条（規約の発効）
本会員規約は、日本標準時間２０２０年３月３日から有効とします。

ＪＱ ＣＡＲＤ利用者に関する附則
（定義）

この附則は、ＪＱ ＣＡＲＤ会員に対するＪＲキューポの提供に関する事項
を規定するものです。

第１条（ポイントサービスの変更）
ＪＱ ＣＡＲＤ会員は、本規約第６条に定める当社サイトからのＪＲキューポ
の照会・合算のためには、別途ＪＲ九州Ｗｅｂ会員に登録する必要があります。

第２条（ＪＱ ＣＡＲＤの利用に対して付与されたポイントの効力）
以下に示す場合、利用者に付与されているポイントは失効します。
（１）ＪＱ ＣＡＲＤ会員が、ＪＱ ＣＡＲＤを退会した、または会員規約などで

定められた会員資格を喪失した場合
（２）ＪＱ ＣＡＲＤ会員が、本規約、会員規約など、または当社の規則など

に違反した場合

ＳＵＧＯＣＡ利用者に関する附則
（定義）

この附則は、ＳＵＧＯＣＡ利用者に対するＪＲキューポの提供に関する事項
を規定するものです。

第１条（ＳＵＧＯＣＡのＳＦ利用時のポイント付与）
当社は、次の各号に定めるＳＵＧＯＣＡのＳＦ利用について、ＪＲキューポを
当社の定める付与基準に基づき提供するものとします。
（１）ＳＵＧＯＣＡで当社線を利用するとき、自動改札機（福岡市交通局高

速鉄道線設置の自動改札機を含む。）による入出場を行った際の運賃
に、ＩＣカード乗車券取扱規則第１８条に定めるＳＵＧＯＣＡの利用エリア
内の当社線が含まれる場合

（２）ＳＵＧＯＣＡで、当社筑肥線下山門・唐津線西唐津間各駅と姪浜接続
地下鉄線各駅間相互発着となる区間を自動改札機による入出場を
行った場合

（３）ＳＵＧＯＣＡで、ＩＣカード乗車券取扱規則第６０条に規定するエリア
内を自動改札機による入出場を行った場合

（４）ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機で、ＳＵＧＯＣＡのＳＦと、ＩＣカード乗車券
取扱規則第１８条に定めるＳＵＧＯＣＡの利用エリア内着となる自由席
特急券とを引き換える場合

（５）当社が指定するＪＲキューポ付与の対象となる加盟店で、
ＳＵＧＯＣＡのＳＦをＳＵＧＯＣＡ電子マネーとして使用した場合

（６）当社若しくはＩＣカード乗車券取扱規則第５９条第２項に規定する
事業者（以下「ＳＵＧＯＣＡ事業者」といいます。）が実施する施策などに
より定めた条件のもとで、ＳＵＧＯＣＡのＳＦによる当社線若しくは
ＳＵＧＯＣＡ事業者線の利用または加盟店での電子マネー利用を行っ
た場合

２　前項第１号及び第６号に基づいてＪＲキューポを付与する当社線ま
たはＳＵＧＯＣＡ事業者線利用の運賃は、自動改札機で改札を受けて入場
及び出場しＳＵＧＯＣＡのＳＦから減額されたものが付与対象となります。
３　ＳＵＧＯＣＡ定期券の有効期間内に券面表示区間内を利用する場合
は、ＪＲキューポの付与対象となりません。
４　ＳＵＧＯＣＡのＳＦ利用が次の各号の１に該当する場合は、ポイントの
付与対象となりません。



（１）ＳＵＧＯＣＡのＳＦと乗車券類など（ＳＵＧＯＣＡ事業者が発売する乗
車券を含みます。）を引き換えた場合。ただし、第１項第４号に定める
場合を除きます。

（２）自動精算機での他の乗車券類の精算にＳＵＧＯＣＡのＳＦを使用した
場合

５　自動改札機による出場以外の方法によりＳＵＧＯＣＡのＳＦから運賃
を減額する場合、ＪＲキューポの付与対象とならない場合があります。
６　第１項に定めるもののほか、当社線及びＳＵＧＯＣＡ事業者線ならび
に加盟店の利用促進を図るため、当社が別に定めるところによりボーナ
スポイントを付与することがあります。
７　第１項及び前項の規定による付与のほか、利用者は、当社とポイント
交換の提携を行う事業者で付与されたポイントをＪＲキューポに交換す
ることができます。
８　ＪＲキューポは、付与対象となるＳＦ利用があった日の翌々日以降に、
ポイントセンターで当該ポイント口座への付与処理を行います。ただし、
第１項第６号に基づいて付与するＪＲキューポは付与対象となるＳＦ利
用があった日の４日後以降に付与処理を行います。
９　当社は、ＪＲキューポの付与基準を予告なく改定することがあります。

第２条（ＳＵＧＯＣＡのＳＦ利用に対して付与されたポイントの効力）
次の各号の１に該当する場合は、当該ＳＵＧＯＣＡに付与処理が実施され
る前のＪＲキューポを含め、付与されているすべてのＪＲキューポは無効
となります。
（１）ＩＣカード乗車券取扱規則第３１条及び同第４４条に定める払いもど
しを行う場合

（２）ＩＣカード乗車券取扱規則第２７条、同第２８条及び同第４３条の規定
によりＳＵＧＯＣＡが無効となる場合

（３）ＳＵＧＯＣＡ事業者において前各号に準ずる取扱いを行う場合
２　偽造、変造または不正に作成されたＪＲキューポを使用しようとした
場合には、ＩＣ規則第２８条及び同第４３条の定めを準用して、当該
ＳＵＧＯＣＡはＳＦ及び定期券部分を含めて無効として回収します。

第３条（ＳＵＧＯＣＡ再発行時の取扱い）
ＩＣカード乗車券取扱規則第３２条及び同第４６条の規定に基づき紛失再
発行の取扱いを行うとき（ＳＵＧＯＣＡ事業者において取扱うときを含み
ます。）ならびにＩＣカード乗車券取扱規則第３４条及び同第４８条の規定
に基づき障害再発行の取扱いを行うとき（ＳＵＧＯＣＡ事業者において取
扱うときを含みます。）は、再発行前のＳＵＧＯＣＡに付与されているＪＲ
キューポの残高は再発行を受けた日の翌々日以降に、再発行した
ＳＵＧＯＣＡに引き継がれます。

第４条（自動券売機におけるポイント履歴の確認）
ＪＲキューポ履歴は、当社の定めるＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機及び当社が
別に定める方法により次の各号に定めるとおり確認することができます。
（１）履歴の内容はＪＲキューポの付与、交換、失効の取扱い月日、取扱い

ポイント数とします。
（２）履歴は、最近の履歴から２０件までさかのぼって表示または印字し、

確認することができます。
（３）次の場合は履歴の確認はできません。

ア　２６週間を経過した履歴
イ　履歴の印字をした自動券売機で、一定時間を経過せずに当該自
動券売機により印字し、確認する履歴

２　ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機でのＪＲキューポの履歴確認の取扱い箇
所は、最新のＳＵＧＯＣＡご利用ガイド、印刷物又は当社ホームページによ
ります。
３　前項の規定によらず、ＪＲ九州Ｗｅｂ会員が、保有する記名式
ＳＵＧＯＣＡを本規約第６条第３項に定める方法によって登録した場合に
は、当該ＳＵＧＯＣＡに関するＪＲキューポ履歴の照会を自動券売機で行う
ことはできません。

第５条（返品・払いもどし時の処理）
当社の指定するＪＲキューポ付与の対象となる加盟店において、商品の
購入時・サービスなどの申込時にＪＲキューポ付与の対象となった商品・
サービスなどの返品、払いもどし、取消しなどを請求する場合は、当該ポ
イントが付与されたＳＵＧＯＣＡ及び当該商品などに係わるレシート一式
を提示しなければなりません。この際、付与されたＪＲキューポに相当す
るポイントの差し引きまたは対価の返還を当社より請求する場合があり
ます。
２　ＳＵＧＯＣＡ利用者に関する附則の第１条第１項に規定する自由席特
急券について、払いもどしを請求する場合は、当該ポイントが付与された
ＳＵＧＯＣＡを提示しなければなりません。



ＪＲキューポアプリ利用者に関する附則
（定義）

この附則は、ＪＲキューポアプリ利用者に対するＪＲキューポの提供に関
する事項を規定するものです。

第１条（ＪＲキューポアプリ利用時のポイント付与）
当社は、次の各号に定めるＪＲキューポアプリの利用について、ＪＲキュー
ポを当社の定める付与基準に基づき提供するものとします。
（１）当社は、ＪＲキューポアプリ利用者の加盟店における会員証機能の

利用により、ＪＲキューポを付与するものとします。
（２）会員証機能の利用によりＪＲキューポがたまる店舗、支払ができる

店舗、付与率などについては別途定めるものとします。
第２条（ＪＲキューポアプリ利用者に対して付与されたＪＲキューポの効力）

以下に示す場合、利用者に付与されているポイントは失効します。
（１）ＪＲキューポアプリ仮会員が、別途定める期間までにＪＲ九州Ｗｅｂ

会員ＩＤ及びパスワードを用いた認証を行わない場合
（２）ＪＲキューポアプリ利用者が、本規約、会員規約など、または当社の

規則などに違反した場合
（２０２０年３月３日改定）

ＩＣカード乗車券取扱規則（抜粋版）
第１編　総則
第１条（この規則の目的）

この規則は、九州旅客鉄道株式会社（以下「当社」といいます。）が、ＩＣ
カードを媒体としたストアードフェアカード及び定期乗車券（以下「ＩＣ
カード乗車券」といいます。）による当社線に係る旅客の運送等について、
そのサービス内容とご利用条件を定め、もって利用者の利便向上を図る
ことを目的とします。

第２条（適用範囲）
ＩＣカード乗車券による当社線に係る旅客の運送等については、この規則
の定めるところによります。
２．この規則が改定された場合、以後のＩＣカード乗車券による旅客の運
送等については、改定された規則の定めるところによります。
３．この規則に定めていない事項については、別に定めるものによります。

（注）別に定めるものの主なものは、次のとおりです。
（１）旅客営業規則（昭和６２年４月九州旅客鉄道株式会社公告第２号。

以下「旅客規則」といいます。）
（２）学校及び救護施設指定取扱規則（昭和６２年４月九州旅客鉄道株式

会社公告第３号）
（３）身体障害者旅客運賃割引規則（昭和６２年４月九州旅客鉄道株式会

社公告第５号）
（４）特定者用定期乗車券発売規則（昭和６２年４月九州旅客鉄道株式会

社公告第９号）
（５）知的障害者旅客運賃割引規則（平成３年１１月九州旅客鉄道株式会

社公告第３８号）
第３条（用語の意義）

この規則における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりとします。
（１）「当社線」とは、当社の経営する鉄道線をいいます。
（２）「ＳＵＧＯＣＡ」とは、当社が発売するＩＣカード乗車券をいい、第３号

から第７号までに定義する用語の総称です。
（３）「ＳＵＧＯＣＡ乗車券」とは、ストアードフェアカードの機能のみをも

つＳＵＧＯＣＡをいいます。
（４）「無記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券」とは、券面に使用者の記名を行わな

い、持参人のご利用に供するＳＵＧＯＣＡ乗車券をいいます。
（５）「記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券」とは、券面に使用者の記名を行ったもの

であって、記名人のご利用に供するＳＵＧＯＣＡ乗車券をいいます。
（６）「ＳＵＧＯＣＡ定期券」とは、券面に定期乗車券である旨の表記及び使

用者の記名を行ったものであって、定期乗車券の機能のみ又は定期乗
車券とストアードフェアカードの機能をもつ、記名人のご利用に供す
るＳＵＧＯＣＡをいいます。

（７）「小児用ＳＵＧＯＣＡ」とは、「記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券」又は
「ＳＵＧＯＣＡ定期券」のうち、旅客規則第７３条に規定する小児（以下「小
児」といいます。）の記名人のご利用に供するＳＵＧＯＣＡをいいます。

（８）「自動改札機」とは、ＳＵＧＯＣＡの改札を行う改札機をいいます。
（９）「ＳＦ」とは、ストアードフェアカードの機能によりＳＵＧＯＣＡに記録

される金銭的価値で、専ら旅客運賃の支払いや乗車券類等との引換
えに充当するものをいいます。



（１０）「チャージ」とは、ＳＵＧＯＣＡに入金してＳＦを積み増しすることを
いいます。

（１１）「デポジット」とは、当社がＩＣカードの利用権の対価として収受す
るものをいいます。

（１２）「乗車券類等」とは、ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機によりＳＦと引換え
に発売する旅客規則に定める乗車券類及び入場券並びに当社が別に
認めたものをいいます。

２．この規則に定めのない用語の定義については、旅客規則の定めると
ころによるものとします。

第４条（契約の成立時期）
ＳＵＧＯＣＡに関する契約の成立時期は、ＳＵＧＯＣＡを交付したときとし
ます。

第５条（規則等の変更）
この規則及びこれに基づいて定められた規定は、予告なしに変更される
ことがあります。

第６条（旅客の同意）
旅客は、この規則及びこれに基づいて定められた規定を承認し、かつ、こ
れに同意したものとします。

第７条（ＳＵＧＯＣＡの発売箇所）
ＳＵＧＯＣＡの発売箇所は、当社が別に定めるところによります。

第８条（制限又は停止）
旅客の運送の円滑な遂行を確保するため等、必要があるときは、
ＳＵＧＯＣＡの発売若しくは再発行等の箇所、枚数、時間、方法の制限又は
停止をすることがあります。
２．前項の規定による制限又は停止をする場合は、その旨を関係駅に掲
示します。
３．ＳＵＧＯＣＡの改良その他当社が適切と認める場合には、当社は
ＳＵＧＯＣＡの利用者にＩＣカードの交換及びそれに相当する措置を求め
ることがあります。この場合、利用者は交換等に応じるものとします。
４．本条に基づくサービスの制限又は停止に対し、当社はその責めを負
いません。

第９条（ＩＣカードの所有権）
ＳＵＧＯＣＡに使用するＩＣカードの所有権は当社に帰属し、当社は
ＳＵＧＯＣＡを発売するにあたり、ＩＣカードを旅客に貸与するものとします。
２．旅客は、ＳＵＧＯＣＡが無効となったとき、その使用資格を失ったとき
又はＳＵＧＯＣＡが不要となったときは、当該ＩＣカードを当社に返却しな
ければなりません。

第１０条（デポジット）
当社はＩＣカードを旅客に貸与する際に、デポジットとしてＩＣカード１枚
につき５００円を収受します。
２．ＳＵＧＯＣＡとして貸与したＩＣカードを旅客が返却したときは、第１１
条、第２７条、第２８条又は第４３条に定める場合を除き当社はデポジットを
返却します。
３．デポジットは旅客運賃等に充当することはできません。

第１１条（ＳＵＧＯＣＡの失効）
ＳＵＧＯＣＡの発売若しくはＩＣカードの交換、ＳＦの使用、ＳＦのチャージ
又はＳＵＧＯＣＡ定期券の発売、払いもどし若しくは更新のいずれかの取
扱いを行った日の翌日を起算日として、１０年間これらの取扱いが行われ
ない場合には、当該ＳＵＧＯＣＡに係る利用者の権利は失効します。
２．旅客は、前項により失効したＩＣカードのＳＦ及びデポジットの返却を
請求することはできません。
３．故意にＩＣカードを破損させ、本規則の定めるサービスの提供に支障
を生じさせた場合には、当該ＳＵＧＯＣＡに係る利用者の権利は失効します。

第１２条（チャージ）
ＳＵＧＯＣＡは、ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機、自動精算機又はチャージ機で
チャージすることができます。
２．ＳＵＧＯＣＡには、１回当たり別表第１に定めるいずれかの額をチャー
ジすることができます。ただし、１枚当たりのＳＦ残額は２０，０００円を超
えることはできません。

第１３条（ＳＦ残額の確認）
ＳＵＧＯＣＡのＳＦ残額は、ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機、自動精算機、チャー
ジ機又は自動改札機（入出場する場合に限ります。）により確認すること
ができます。

第１４条（ＳＦ利用履歴の確認）
ＳＵＧＯＣＡの利用履歴は、ＳＵＧＯＣＡ用の自動券売機又はチャージ機に
より次の各号に定めるとおり確認することができます。
（１）利用履歴の内容は、ＳＦを使用して乗車し、精算し、又は乗車券類等
との引換えを行った場合の取扱月日、取扱箇所、取扱金額とします。



（２）利用履歴は、最近の利用履歴から２０件までさかのぼって表示又は
印字し、確認することができます。

（３）次の場合は利用履歴の確認はできません。
ア．出場処理がされていない利用履歴
イ．第１７条第１項の規定により改札を受ける場合で、自動改札機に
よる処理が完全に行われなかったときの利用履歴
ウ．２６週間を経過した利用履歴
エ．利用履歴の印字をした自動券売機又はチャージ機で、一定時間
を経過せずに当該自動券売機又はチャージ機により印字し、確認す
る利用履歴

第４節　変更・払いもどし
第２９条（無記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券への変更）

無記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券は、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券に変更の申し出
をすることができます。この場合、第２２条の取扱いを準用します。なお、
記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券から無記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券への変更はで
きません。

第３０条（ＳＵＧＯＣＡ定期券への変更）
旅客は、定期乗車券機能が必要となった場合は、ＳＵＧＯＣＡ乗車券のＳＦ
残額及びデポジットを引き継いでＳＵＧＯＣＡ定期券への変更の申し出を
することができます。この場合、第３８条の取扱いを準用します。
２．前項により変更を行う場合は、ＩＣカードを交換して取り扱うことが
あります。

第３１条（ＳＵＧＯＣＡ乗車券の払いもどし）
旅客は、ＳＵＧＯＣＡ乗車券が不要となった場合は、ＳＵＧＯＣＡ乗車券の
払いもどしを行う駅に差し出して当該ＳＵＧＯＣＡ乗車券のＳＦ残額（１０円
未満のは数を切り上げ、１０円単位とした額とします。）の払いもどしを請
求することができます。この場合、旅客は、手数料としてＳＵＧＯＣＡ乗車
券１枚につき２１０円（ＳＦ残額が２１０円に満たない場合はその額）を支払
うものとします。ＳＦ残額が２１０円以下の場合は、ＳＦ残額の払いもどし
はありません。
２．前項の規定により記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の払いもどしを請求する
場合は、旅客が別に定める申込書を提出し、かつ公的証明書等の呈示に
より、当該記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の記名人本人（小児用ＳＵＧＯＣＡ乗
車券にあっては、記名人本人又は代理人）であることを証明したときに
限って払いもどしを行います。
３．前各項の規定により払いもどす場合には、デポジットを返却します。
４．ＳＵＧＯＣＡ乗車券の払いもどしを行う駅は当社が別に定めます。

第５節　再発行・交換
第３２条（ＳＵＧＯＣＡ乗車券の紛失再発行）

無記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の紛失等による再発行の取扱いはしません。
２．記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の記名人が当該記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券
を紛失した場合で、別に定める申込書を記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の再発
行を行う駅に提出したときは、次の各号の条件を満たす場合に限って、当
社は紛失した記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の使用停止措置を行い、その翌日
の窓口営業時間から１４日以内に再発行を行います。
（１）申込書を提出するとき及び再発行を行うときに、公的証明書等の呈

示により、再発行を請求する旅客が当該記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の記
名人本人（小児用ＳＵＧＯＣＡ乗車券にあっては、記名人本人又は代理
人）であることを証明できること。

（２）記名人の氏名、生年月日、性別の情報が当社のシステムに登録され
ていること。

（３）再発行を行う前に記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の処理を行う機器に対し
て当該記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の使用停止措置が完了していること。

３．前項の規定により再発行の取扱いを行う場合は、再発行する記名式
ＳＵＧＯＣＡ乗車券１枚につき紛失再発行手数料５００円とデポジット
５００円を現金で収受します。
４．記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の再発行の請求を受け付けた後、利用者は
これを取り消すことはできません。
５．第２項及び第３項の取扱いを行った後に、紛失した記名式
ＳＵＧＯＣＡ乗車券を発見した場合は、旅客は、これを記名式ＳＵＧＯＣＡ乗
車券の払いもどしを行う駅に差し出して、デポジットの返却を請求する
ことができます。この場合、旅客が紛失した記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券と
ともに別に定める申込書を提出し、かつ公的証明書等の呈示により記名
人本人（小児用ＳＵＧＯＣＡ乗車券にあっては、記名人本人又は代理人）で
あることを証明したときに限って、返却の取扱いを行います。

第３３条（記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の紛失再発行に係る当社の免責事項）
紛失した記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の使用停止措置が完了するまでの間
に当該記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の払いもどしやＳＦの使用等で生じた旅



客の損害額については、当社はその責めを負いません。
第３４条（ＳＵＧＯＣＡ乗車券の障害再発行）

ＩＣカードの破損等によってＳＵＧＯＣＡ乗車券の処理を行う機器での取
扱いが不能となった場合で、旅客が当該ＳＵＧＯＣＡ乗車券とともに別に
定める申込書をＳＵＧＯＣＡ乗車券の障害再発行を行う駅に提出したとき
は、その原因が利用者の故意又は重大な過失であると認められる場合を
除き、当社は当該ＳＵＧＯＣＡ乗車券の使用停止措置を行い、その翌日の
窓口営業時間から１４日以内に当該ＳＵＧＯＣＡ乗車券のＳＦ残額と同額の
ＳＦ残額をもつＳＵＧＯＣＡ乗車券の再発行の取扱いを行います。ただし、
裏面に刻印されたカードの番号が判読できない場合は、理由の如何を問
わず再発行の取扱いを行いません。

附則　この公告は、平成２１年３月１日から施行します。

別表第１（第１２条）チャージ金額
１，０００円　２，０００円　３，０００円　４，０００円　５，０００円　１０，０００円
※一部のチャージ機では、１０，０００円のチャージができません。

ＳＵＧＯＣＡオートチャージサービス取扱い規則
第１条（本規則の目的）

この規則は、九州旅客鉄道株式会社（以下「当社」といいます。）が定めた
ＩＣカード乗車券取扱規則（平成２１年２月公告第１１号）に基づいて定める
規則であり、当社とオートチャージサービスの提供に関する契約（以下

「オートチャージサービス利用契約」といいます。）を行った、ＩＣカード乗
車券取扱規則に定める記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又はＳＵＧＯＣＡ定期券
の使用者が、当社の自動改札機による改札を受けて入場する際に、
ＳＵＧＯＣＡ内のＳＦ残額が一定金額以下であるときに、オートチャージ設
定情報が記録されたＳＵＧＯＣＡに対して当該改札機で一定金額を自動
的にチャージし（以下このチャージを「オートチャージ」といいます。）、
オートチャージした利用代金をクレジットカードで決済するサービス（以
下これら一連のサービスを「オートチャージサービス」といいます。）の内
容及び使用条件を定め、利用者の利便向上を図ることを目的とします。

第２条（適用範囲）
ＳＵＧＯＣＡにかかわる取扱いのうち、オートチャージサービスにかかわる
取扱いは、この規則の定めるところによります。この規則に定めのない
ＳＵＧＯＣＡの取扱いについては、ＩＣカード乗車券取扱規則及び
ＳＵＧＯＣＡ電子マネー取扱規則（平成２１年２月九州旅客鉄道株式会社広
告第２６号）及びこれらに付帯する一切の基準等の定めるところによります。

第３条（用語の定義）
この規則における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりとします。
（１）「オートチャージサービス利用者」とは、当社とオートチャージサー

ビス利用契約を結んだ、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又はＳＵＧＯＣＡ定期
券の使用者をいいます。

（２）「決済カード」とは、当社とクレジットカード会社が提携して発行す
るＪＱ ＣＡＲＤのうち、オートチャージサービスにかかわる利用代金が
生じるごとに当社への決済手段として使用するために登録したカード
をいいます。なお、決済カードの取扱いについては、決済カードの規約
に定めるところによります。

（３）「決済」とは、オートチャージサービス利用者が決済カードにより利
用代金を支払うことをいいます。

（４）「オートチャージ設定情報」とは、オートチャージサービスを提供す
るために、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又はＳＵＧＯＣＡ定期券に記録され
た情報をいいます。

（５）「オートチャージＳＵＧＯＣＡ」とは、オートチャージ設定情報が記録
された記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又はＳＵＧＯＣＡ定期券をいいます。

（６）「新規設定ＳＵＧＯＣＡ」とは、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券発売時にオー
トチャージ設定情報を記録したオートチャージＳＵＧＯＣＡをいいます。

（７）「オートチャージ利用開始設定」とは、発売済の記名式ＳＵＧＯＣＡ乗
車券又はＳＵＧＯＣＡ定期券にオートチャージ設定情報を記録すること
により、当該ＳＵＧＯＣＡをオートチャージＳＵＧＯＣＡにすることをいい
ます。

（８）「オートチャージ判定金額」とは、改札機においてオートチャージ実
行可否の判定をする金額をいいます。

（９）「オートチャージ入金金額」とは、改札機においてオートチャージす
る金額をいいます。

２．前各号に定めのない用語については、ＩＣカード乗車券取扱規則及
びＳＵＧＯＣＡ電子マネー取扱規則の定めるところによります。



第４条（利用契約の成立）
オートチャージサービス利用契約は、利用希望者が、この規則及びこれに
基づいて定められた規程を承認かつ同意し、当社が定めた手続きに基づ
いて登録希望の申込みを行い、当社において、新規設定ＳＵＧＯＣＡの発
売のための手続きを完了したとき、又は当社においてオートチャージ利
用開始設定の手続きを完了したときに、当社と利用希望者の間において
成立します。
２．次の各号のいずれかに該当する場合、当社は利用希望者の利用申込
みを承認しません。この場合、利用希望者が申込みのために提出した書
類は、当社が特に認めた場合を除き、返却しません。なお、本条に基づく
利用希望者の不利益に対し、当社はその責めを負いません。
（１）申込み方法の誤りや、提出した書類への記入不足、記入不鮮明、提

出書類不足、その他申込みに不備があった場合
（２）利用希望者、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又はＳＵＧＯＣＡ定期券の使

用者、登録希望のあったクレジットカードの名義人が同一人でない場合
（３）登録希望のＳＵＧＯＣＡが無記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券である場合
（４）登録希望のＳＵＧＯＣＡが小児用ＳＵＧＯＣＡ乗車券である場合
（５）登録希望のＳＵＧＯＣＡがＳＦ利用不可のＳＵＧＯＣＡである場合
（６）登録希望のＳＵＧＯＣＡがオートチャージＳＵＧＯＣＡである場合
（７）登録希望の決済カードが当社指定のクレジットカードではない場合
（８）登録希望の決済カードがすでにオートチャージサービスの決済

カードとして登録がされたクレジットカードである場合
（９）登録希望の決済カードを取り扱うクレジットカード会社が、利用希

望者のクレジットカードを決済カードとして承認しなかった場合
（１０）その他当社が、利用希望者がオートチャージサービスを利用する

ことを、不適当と判断した場合
第５条（新規設定ＳＵＧＯＣＡの契約の成立）

新規設定ＳＵＧＯＣＡを発売する際の、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の使用に
かかわる契約は、ＩＣカード乗車券取扱規則にかかわらず、オートチャー
ジサービスの登録が完了したときに、当社と記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の
使用者の間において成立します。

第６条（デポジットの収受方法）
新規設定ＳＵＧＯＣＡを発売する際のデポジットは、決済カードから収受
します。

第７条（オートチャージ利用開始設定）
当社所定の手続きによりオートチャージ利用開始設定の申込みを行い、
当社からオートチャージ利用開始設定の手続きの通知を受けた利用希
望者は、当社所定の手続により、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又はＳＵＧＯＣＡ
定期券へオートチャージ利用開始設定を行わなければなりません。

第８条（個人情報の取扱い）
利用希望者がオートチャージサービス利用契約を申し込むときもしくは
カード会社が当社と提携し発行する決済カードを申し込むときに申込書
に記載した、氏名、生年月日、性別、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券又は
ＳＵＧＯＣＡ定期券に登録する電話番号、オートチャージＳＵＧＯＣＡ又は
オートチャージＳＵＧＯＣＡにかかわる通知・案内の送付先住所、連絡先住
所、連絡先電話番号、メールアドレス、決済カード番号・有効期限等（以下

「オートチャージサービス利用者個人情報」という。）の取扱いは、次の各
号のとおりとします。
（１）取得したオートチャージサービス利用者個人情報は、当社の定める

個人情報の保護に関する基本方針に基づき、当社が管理します。
（２）当社は、取得したオートチャージサービス利用者個人情報を、次の
目的で利用します。

ア　オートチャージサービス利用者及び利用希望者の本人確認。
イ　オートチャージサービスにかかわる利用代金の決済。
ウ　当社からオートチャージサービス利用者へのオートチャージ
ＳＵＧＯＣＡ及びオートチャージＳＵＧＯＣＡにかかわる通知・案内の
送付。
エ　当社からオートチャージサービス利用者及び利用希望者に連
絡する必要がある場合の連絡先の確認。

第９条（利用契約の解除）
次の各号のいずれかに該当する場合、オートチャージサービス利用契約
は解除されます。
（１）オートチャージサービス利用者の不在等により、新規設定ＳＵＧＯＣＡ

を交付できなかった場合
（２）オートチャージサービス利用者が、当社の定める手続に従い、オー
トチャージサービスの停止を行った場合。

（３）オートチャージサービス利用者のオートチャージＳＵＧＯＣＡについ
て、ＩＣカード乗車券取扱規則第３１条又は第４４条に定める払い戻しが



行われた場合。
（４）オートチャージサービス利用者のオートチャージＳＵＧＯＣＡについ

て、ＩＣカード乗車券取扱規則第２７条、第２８条又は第４３条の規定によ
り失効した若しくは無効であったことが判明した場合。

（５）オートチャージサービス利用者のオートチャージＳＵＧＯＣＡについ
て、ＩＣカード乗車券取扱規則第１１条の規定により失効したことが判
明した場合。

（６）オートチャージサービス利用者の決済カードが無効又は解約と
なったことが判明した場合。

（７）利用契約成立後に、オートチャージサービス利用者の申込み内容
が、利用申込みを承認しない事項に該当することが判明した場合

（８）クレジットカード会社が、オートチャージサービス利用者のクレ
ジットカードを決済カードとする承認を取り消した場合

（９）その他この規則に定める利用契約解除事由に該当した場合
２．オートチャージサービス利用契約の解除によるオートチャージサー
ビス利用者の損害に対し、当社はその責めを負いません。また、当社が
前項の規定によらず、特に認めてオートチャージサービス利用契約を解
除した場合、解除までの間のオートチャージサービス利用者の一切の不
利益に対し、当社はその責めを負いません。
３．オートチャージサービス利用者は、オートチャージサービス利用契約
解除後であっても、解除前に発生したオートチャージサービスにかかわ
る利用代金の支払いについてはこの規則が適用されることを了承する
ものとします。

第１０条（交付できなかった新規設定ＳＵＧＯＣＡの失効）
オートチャージサービス利用者に交付できなかった新規設定ＳＵＧＯＣＡ
は、ＩＣカード乗車券取扱規則の規定に関わらず、オートチャージ設定情
報の記録日の翌日を起算日として、２ヶ月を経過した場合は失効します。
２．前項により失効した場合、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券の使用者はデポ
ジットの返却を請求することはできません。

第１１条（オートチャージ）
オートチャージＳＵＧＯＣＡは、次の各号の条件をすべて満たすときには、
当社の自動改札機において当該改札機による改札を受けて入場する際
に、オートチャージすることができます。
（１）オートチャージＳＵＧＯＣＡのＳＦ残額がオートチャージサービス利

用者の設定したオートチャージ判定金額以下であるとき。ただし、オー
トチャージ判定金額は１，０００円から１０，０００円までの千円単位の金額
とし、オートチャージサービス利用者が特段の設定をしないときは
２，０００円とします。

（２）当該オートチャージを行っても、当日のオートチャージ累計額が
１０，０００円以下、かつ当月１日からのオートチャージ累計額が
５０，０００円以下であるとき。

２．オートチャージする金額はオートチャージサービス利用者の設定し
たオートチャージ入金金額とし、この金額はオートチャージサービスに
かかわる利用代金として決済カードから収受します。ただし、オート
チャージ入金金額は１回あたり１，０００円から１０，０００円までの千円単位の
金額とし、オートチャージサービス利用者が特段の設定をしないときは
１回あたり３，０００円とします。
３．前各項にかかわらず、クレジットカード会社が利用者の決済カード
による利用代金の決済を承認しない場合には、オートチャージできない
ことがあります。なお、本項に基づくオートチャージサービス利用者の
不利益に対し、当社はその責めを負いません。
４．実行したオートチャージを取り消すことはできません。

第１２条（オートチャージＳＵＧＯＣＡが無効となる場合）
オートチャージＳＵＧＯＣＡは、次の各号のいずれかに該当する場合は、
ＩＣカード乗車券取扱規則第２７条、第２８条又は第４３条を準用し、無効と
して回収します。この場合、デポジット及びＳＵＧＯＣＡに記録されてい
る一切のＳＦ及び定期券部分ならびにＳＵＧＯＣＡポイントは返却しません。
（１）決済カードの名義人ではない者が、名義人と偽って利用申込みした

ことが判明した場合
（２）その他不正な手段で利用申込みをしたことが判明した場合

第１３条（オートチャージＳＵＧＯＣＡの使用方法及び制限事項）
新規設定ＳＵＧＯＣＡには、署名欄に当該ＳＵＧＯＣＡに記録されたオート
チャージサービス利用者の氏名を記載しなければなりません。
２．オートチャージ利用開始設定を行う記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券は、第
７条に定めるオートチャージ利用開始設定の手続き完了後に、オート
チャージＳＵＧＯＣＡとして取り扱います。
３．オートチャージサービス利用者は、オートチャージＳＵＧＯＣＡのオー
トチャージ判定金額及びオートチャージ入金金額を、当社の定める手続



により、変更することができます。
４．オートチャージサービス利用契約解除後のオートチャージ
ＳＵＧＯＣＡは、記名式ＳＵＧＯＣＡ乗車券として取り扱います。

第１４条（新規設定ＳＵＧＯＣＡの氏名の表示）
新規設定ＳＵＧＯＣＡの署名が不明又は不明瞭となったときは、当該記名
式ＳＵＧＯＣＡは使用することができません。
２．前項の場合、当該記名式ＳＵＧＯＣＡの使用者は、ＩＣカード乗車券取
扱規則第７条に定めるＳＵＧＯＣＡの取扱箇所に氏名等券面に表示すべ
き事項の再表示を請求しなければなりません。

第１５条（オートチャージサービスの免責事項）
オートチャージＳＵＧＯＣＡの盗難、紛失により第三者がオートチャージ
ＳＵＧＯＣＡを不正に使用した場合であっても、当社は一切の責任を負い
ません。
２．オートチャージＳＵＧＯＣＡの盗難、紛失の際、ＩＣカード乗車券取扱規
則第３２条及び第４６条に定める紛失再発行の取扱いを行わなかった場
合、及び再発行登録を行い、当社の使用停止措置が完了するまでの間に
生じたオートチャージや払いもどし、ＳＦの使用等で生じたオートチャー
ジサービス利用者の損害については、当社はその責めを負いません。
３．その他当社の責任に帰すことのできない事由から発生したオート
チャージサービス利用者の損害については、当社は一切の責任を負いま
せん。

第１６条（本規則の追加、変更）
当社は、この規則を予告なく変更することがあります。
２．当社は、この規則の内容を変更する場合は、当社指定の方法により、
オートチャージサービス利用者に変更事項を通知又は告知するものとし
ます。なお、オートチャージサービス利用者は、この規則の変更があった
場合、改定後の規則に従うことを予め承諾するものとします。

第１７条（オートチャージサービスの制限又は停止）
当社は、運営上の都合や、天災、停電、通信事業者のシステム異常、当社の
システム異常等の不可抗力の発生により、この規則に定めるオート
チャージサービスの内容の提供を一時的に制限もしくは停止をすること
があります。
２．当社が前項に基づきオートチャージサービスの制限もしくは停止を
行った場合に、オートチャージサービス利用者に何らかの損害又は不利
益が生じても、当社は一切その責任を負いません。

第１８条（有効な規則）
最新の印刷物、又は最新のホームページに記載された規則ならびに告知
内容は、すべて従前の規則及び告知に優先するものとなります。


